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１　第２期厚木市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要
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基本目標４
【転出抑制】

基本目標３
【合計特殊出生率上昇】

基本目標２
【雇用創出】

基本目標１
【転入促進】

誰もが安心して自分らしく生き生きと暮らせるまち

結婚・出産・子育ての希望をかなえることができるまちをつくる

働く場を創出し、経済活動が盛んなまちをつくる

地域の魅力発信・人材交流と都市機能の向上により、活気に満ちた
まちをつくる

　　我が国は、平成20（2008）年から既に人口減少時代に突入し、地域社会の維持や人口減少
　の克服という課題に直面しています。このような状況の中、平成26（2014）年11月に「ま
　ち・ひと・しごと創生法」が施行され、同年12月には、人口の現状と将来の展望を提示する
　「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び国の５か年の政策目標・施策の方向を提示す
　る「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定されました。
　　これを受けて、地方公共団体においては、国の長期ビジョン及び国の第１期総合戦略を勘
　案して、地方公共団体における人口の現状と将来の展望を提示する「地方人口ビジョン」と
　地域の実情に応じた「市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に努めることとなり
　ました。
　　このような国の取組を踏まえ、本市では、平成28年（2016）年３月に本市における人口の
　現状を分析し、人口の将来展望と目指すべき将来の方向を示した「厚木市人口ビジョン」を
　策定するとともに、本市の実情に応じた、人口減少を克服するための施策を位置付ける「厚
　木市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「第１期総合戦略」という。）を策定し、合計
　特殊出生率の上昇、定住促進及び雇用の創出に向けた取組を推進してきました。
　　本市においては、第１期総合戦略の対象期間が令和２（2020）年度をもって終了となりま
　したが、今後も人口減少・超高齢社会の進展が見込まれることから、本市の実情に合わせた
　地方創生に向けた取組を引き続き推進する必要があります。
　　このため、最新のデータに基づき、人口の将来展望等を見直すために、人口ビジョンを改
　定するとともに、令和３（2021）年度を始期とする第２期厚木市まち・ひと・しごと創生総
　合戦略（以下「第２期総合戦略」という。）を策定しました。

　市民、事業者、議会及び行政が、人口減少に対する危機感及び問題意識を共有し、人
口の将来展望の実現に向け「合計特殊出生率の上昇」、「定住促進」及び「雇用の創
出」に市民協働で取り組み、将来にわたって活力ある地域社会の維持・発展を目指す。

１　第２期厚木市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

(1) 策定の目的

　　現状分析で明らかとなった本市の課題や特徴等を踏まえ、次の四つの基本目標を設定し、
　人口の将来展望の実現に向けた施策に取り組みます。
　　また、政策効果を客観的な指標により検証・改善を行うため、施策ごとに重要業績評価指
　標（以下「KPI」という。）を設定しています。
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(3) 四つの基本目標

(2) 第２期総合戦略の基本方針



6,680人
→

6,620人

令和元（2019）年 令和８（2026）年

10,580人
→

10,500人

令和元（2019）年 令和８（2026）年

2

2 事業所数

転出抑制4

7 転出者数

8
20・30歳代の
転出者数

3

5 合計特殊出生率

合計特殊出生率上昇

雇用創出

4
法人均等割
納税義務者数

1.25

平成30（2018）年

6 出生数
1,453人

令和元（2019）年

1.44

令和８（2026）年

1,650人

令和８（2026）年

→
168,650人

令和８（2026）年

→
7,790事業所

→

→

令和８（2026）年

→
12,520事業所

令和元（2019）年 令和８（2026）年

3

11,758事業所

7,310事業所

147,906人
従業者数

平成28（2016）年

令和元（2019）年

転入促進

数値目標

1
20・30歳代の
転入者数

→
令和元（2019）年

6,439人 6,500人

令和８（2026）年

基本目標

1

3

　　第２期総合戦略の対象期間の最終年度となる令和８（2026）年度の数値目標を、基本目標
　ごとに次のとおり定めています。

(4) 重要な視点

(5) 八つの数値目標

　　四つの基本目標を施策横断的に推進するため、次の四つを重要な視点として位置付け取り
　組みます。

○ SDGsの理念や目標達成に向けた施策の展開
○ Society5.0の実現に向けた技術を活用した地域課題の解決
○ 誰もが居場所と役割を持ち、活躍できる地域社会の実現
○ 感染症に伴う新たな日常に対応した地域社会の構築



(6) 基本目標・施策の体系

　　四つの基本目標の達成に向け、八つの数値目標を設定し、具体的な施策に取り組みます。

4

※数値目標

現状値 ➡ 目標値（令和８年）
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２　第２期総合戦略の効果検証について
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80％以上100％未満

　エ　効果検証は、客観性を担保するため、附属機関である、市民や産業界、行政機関、大
　　学、金融機関、及びメディア等の関係者で構成する「厚木市まち・ひと・しごと創生総
　　合戦略会議」から意見をいただきながら行います。

(4) 効果検証結果の活用

　　効果検証結果については、第２期総合戦略の着実な推進を行うために活用するとともに、
「効果検証報告書」としてまとめ、公表します。

60％以上80％未満 やや遅れ

60％未満 遅れ

　ウ　令和３年度については、各事業が年間を通じて新型コロナウイルス感染症の影響を受け
　　たため、新型コロナウイルス感染症の影響を受けたKPIについては、評価対象から除外し
　　て達成率を算出します。
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２　第２期総合戦略の効果検証について

(1) 目的

　ア　第２期総合戦略の進行管理
　　　第２期総合戦略の数値目標を達成するためには、実施した施策・事業の検証と改善を図
　　る必要があります（計画策定（Plan）、推進（Do）、評価（Check）、改善（Action）の
　　PDCAサイクルの確立）。
　　　そこで、評価に当たっては、施策ごとにKPIを設定し、政策効果を客観的な指標により
　　検証し、必要な改善を行います。
　イ　市民に対する説明責任
　　　第２期総合戦略の進捗状況や今後の方向性を公表し、市民の皆様と共有を図ることによ
　　り、市民と行政が一体となり、第２期総合戦略の取組を推進します。

(2) 対象年度

(3) 効果検証の方法

　ア　次の事項について、目標値に対する実績値を比較し、数値による進捗状況を明確にしま
　　す。なお、KPIに位置付ける市民実感度については、各年度に実施した調査結果（当該年
　　度の施策に対する実感度）を実績値としています。
　　(ｱ) 四つの基本目標に位置付ける八つの数値目標
　　(ｲ) 各基本目標に位置付けるKPI

　　令和３（2021）年度

　イ　評価の目安は、目標値に対する達成率に応じて次の区分のとおりとします。

おおむね順調

100％以上 順調

達成率 評価



３　第２期総合戦略効果検証結果（総論）
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３　第２期総合戦略効果検証結果（総論）

【総合評価】

10

　人口の将来展望の実現に向けた四つの基本目標に位置付ける八項目の数値目標

の達成率については、未公表等により実績値が計れない二項目を除くと、三項目

が100.0％、三項目が90.0％を超える結果となった。また、基本目標のＫＰＩ達

成率の平均については、92.2％となり、おおむね順調に進捗している。

　しかし、基本目標３の数値目標「出生数」については、達成率が90.3％とな

り、前年の実績値1,433人も下回る結果となった。日本の総人口は13年連続で減

少し、出生数については昭和54年の調査開始以降最少を記録するなど、人口減少

に歯止めがかからない状態が続いており、本市においても例外なく、人口減少の

波が押し寄せてきている。将来にわたって活力ある地域社会の維持・発展を目指

す取組を進めることが急務であり、事業の成果等を十分に検証し、より一層の取

組を推進し、効果的な事業展開を図る必要がある。

　基本目標２については、数値目標の達成率は高いものの「企業誘致の推進」の

取組におけるＫＰＩ達成率は低くなっており、関連性を検証しつつ、より一層の

企業誘致や中小企業への支援を充実し、本市の取組を積極的に周知することで、

持続可能な市内経済の実現を図る必要がある。

　また、人口の将来展望の実現に向けた施策に取り組むに当たり、本市の魅力や

施策を市民はもとより、市外に広くＰＲする必要があり、ホームページの充実や

ＳＮＳなどインターネットやソーシャルメディアを効果的に活用していく必要が

ある。

　なお、本市の魅力や施策を広くＰＲするに当たり、「住みたい」「訪れたい」

とあらゆる世代の人に感じてもらうため、ターゲットを意識した一体的なプロ

モーションを展開していくことが不可欠である。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標については、評価から除外して

いるが、オンラインを活用するなど創意と工夫を講じ、社会情勢に応じた事業を

展開していくことが求められる。



　令和３年度の施策・事業については、四つの基本目標に対する八項目の数値目

標及び施策ごとに設定したＫＰＩの達成状況から、全体としては「おおむね順

調」に進捗していると評価する。特に、コロナ禍で事業活動が計画通りに進めに

くい状況の下、目標達成に向け、努力したことが、数値が計られた六項目の数値

目標において、達成率が90.0％以上の結果に繋がり、第２期総合戦略の初年度は

順調にスタートしたと言える。

　基本目標別に見ると、基本目標２を除く三つの基本目標については、ＫＰＩの

達成率平均が95.0％以上の結果となっており、引き続き目標値達成・保持に取り

組まれたい。

　一方、基本目標２については、ＫＰＩの達成率平均が76.9％となっており、や

や遅れた進捗状況となっている。まちづくりには重要な目標であるため、まちの

発展に向けて企業誘致、雇用創出、転入・定住へと繋がるよう、更なる事業の充

実及び推進を図るとともに、企業のＤＸ化の進展に併せて、従業員の雇用が減少

する可能性もあるため、事業所を増加させるなどの施策も検討されたい。

　また、「転出者数」については、減少傾向であるが、新型コロナウイルス感染

症の影響による働き方の変化により、在宅勤務が増加していることなども要因の

一つであると推測されるため、引き続き、転出数の動向を注視されたい。

　各取組の情報発信については、世代ごとに情報収集の手段が異なるため、ＳＮ

Ｓなど多くの媒体を活用し、より一層の推進が図れるよう効果的に取り組まれた

い。

【厚木市まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】
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13

基本目標１（転入促進）

４　基本目標ごとの評価
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基本目標１

施策の方向性

地域の魅力発信・人材交流と都市機能の向上により、活気
に満ちたまちをつくる

あつぎの魅力を全国へ発信し、機能的でにぎわいのあるま
ちづくりを推進するとともに、20・30歳代を中心とした若
い世代の転入・定住促進に関する支援の充実を図ります。

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

【数値目標の進捗状況】

数値目標 現状値

6,455 6,463 6,471 6,479 6,487 6,500

95.3%

【まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】

6,149

【基本目標１の進捗状況及び評価】

重要業績評価指標
（KPI）の達成率平均

96.6% 評価 おおむね順調

・数値目標「20･30歳代の転入者数」については、達成率95.3％、ＫＰＩの達成
率平均は96.6％となり、おおむね順調に推移しているが、引き続き、転入者の増
加に向け、関連する事業を着実に推進していく必要がある。
・ＫＰＩ「住宅取得等支援事業による転入者数（累計）」は、令和元年度実績値
と比較すると174人増加し、目標値を達成しており、引き続き積極的に事業を展
開する必要がある。
・ＫＰＩ「保育士、幼稚園教諭、看護職、介護職等転入奨励助成事業による転入
者数（累計）」については、市内への定住を促進するとともに、保育人材等を確
保する取組であるため、一層の充実を図る必要がある。

・数値目標「20･30歳代の転入者数」については、達成率95.3％で、ＫＰＩの平
均達成率96.6％となっており、おおむね順調に進捗していると認められる。
・数値目標「20･30歳代の転入者数」の目標値を達成するため、住宅取得等支援
事業をはじめ、転入促進の施策については、引き続き、取り組まれたい。
・ＫＰＩ「子育てパスポートAYUCOカード取得率」について、順調に進捗してい
るが、カードの取得のみならず、使用率の向上に繋がるよう事業に取り組まれた
い。
・ＫＰＩ「保育士、幼稚園教諭、看護職、介護職等転入奨励助成事業による転入
者数（累計）」については、達成率向上のため、更なる事業の展開と周知を図ら
れたい。

20・30歳代の転
入者数

6,439人
（令和元年）

目標値

実績値

達成率



★ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標（イベント等の中止・縮小など）については、評価から除外しています。

★ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標（イベント等の中止・縮小など）については、評価から除外しています。
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本市の魅力が市
内外に発信され
ていると思う市
民の割合

42.2％
目標値 43.5

（令和２年度）

達成率 100.0%

（令和元年度）

達成率 98.2%

実績値 44.8

主な取組 ② 観光地の魅力創出

KPI 現状値

44.8 46.1 47.4 48.7 50.0

90.0

実績値

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

90.0

具体的な施策 1 関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

主な取組 ③ あつぎの魅力の発信力強化

KPI 現状値

88.4
87.8％

Ｒ８

あつぎの魅力創造・
交流事業において、
「あつぎの魅力を感
じることができた」
と思う事業参加者の
割合

目標値 90.0 90.0 90.0 90.0

50.0

実績値 43.6

温泉、ハイキング
コース、イベントな
ど、観光資源の活性
化が図られていると
思う市民の割合

42.6％
目標値 43.0 44.0 45.5 47.0 48.5

（令和元年度）

達成率 35.6%

年間観光客数
2,942,000人

（令和２年度）

達成率 100.0%

3,500,000

実績値 1,081,007

Ｒ７ Ｒ８

目標値 3,035,000 3,128,000 3,221,000 3,314,000 3,407,000

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

具体的な施策 1 関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

27 28 30

実績値 2
海外友好都市等
との交流活動件
数

15件
目標値 22 24 25

（令和元年度）

達成率 9.1%

具体的な施策

主な取組 ①

1 関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

都市間交流の促進

（令和元年度）

達成率 28.0%

28 29 30

実績値 7

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

国内友好都市と
の交流活動件数

22件
目標値 25 26 27

現状値 Ｒ３ Ｒ４

【重要業績指標（KPI）及び実績値】

KPI

★

★

★
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具体的な施策 2 機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

主な取組 ① 都市機能の向上

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

中心市街地の歩
行者数

109,836人

目標値 110,000 110,500 111,000 111,500 112,000 112,500

実績値 98,282（令和元年度）

達成率 89.3%

具体的な施策 2 機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

主な取組 ② 商業の活性化

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

中心市街地商店
街空店舗対策事
業補助金交付申
請店舗数

８件
目標値 8 8 8 8 8 8

実績値 18（令和２年度）

達成率 100.0%

子育てパスポー
トAYUCOカード取
得率

74.0％
目標値 78.0 82.0 86.0 88.0 89.0 90.0

実績値 85.2（令和２年度）

達成率 100.0%
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KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

1,320

実績値 275（令和元年度）

達成率 100.0%

930

実績値 106（令和元年度）

達成率 85.5%

保育士、幼稚園教
諭、看護職、介護職
等転入奨励助成事業
による転入者数（累
計）

75人
目標値 124 260 409 570 744

住宅取得等支援
事業による転入
者数（累計）

101人
目標値 220 440 660 880 1100

具体的な施策 3 20・30歳代を中心とした若い世代の転入を促進する

主な取組 ① 転入を促進する支援の充実
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基本目標２（雇用創出）
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12,52012,408

達成率 -

基本目標２ 働く場を創出し、経済活動が盛んなまちをつくる

施策の方向性

新たな産業拠点の創出や企業の誘致を推進するとともに、
中小企業等の更なる成長を促進するための施策を推進しま
す。また、若い世代が安定して市内で働けるよう、市内企
業への就職支援の充実を図ります。

【数値目標の進捗状況】

数値目標 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

目標値 11,971 12,079 12,187 12,297

166,649

（令和元年度）

147,906人

目標値 158,586 160,648

実績値 -

162,649 164,649

従業者数

95.4%

【基本目標２の進捗状況及び評価】

76.9% 評価 やや遅れ

168,650

実績値 151,282

・数値目標「事業所数」については、５年ごとの調査のため令和３年度は実績値
はない。
・ＫＰＩの達成率平均については、76.9％となり、進捗状況はやや遅れの評価と
なったことから、基本目標の達成に向け、取組の充実・強化を図り、働く場を創
出し、経済活動が盛んなまちづくりを積極的に進める必要がある。
・主な取組「企業誘致の推進」のＫＰＩの達成率が低くなっており、要因を把握
し、積極的な企業誘致に努め、更なる施策の充実を図る必要がある。

（平成28年度）

達成率

7,790

重要業績評価指標
（KPI）の達成率平均

法人均等割納税
義務者数

7,310事業所

目標値

実績値（令和元年度）

達成率

【まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】

・評価については、やや遅れであるが、「企業誘致の推進」におけるＫＰＩにつ
いては、母数が小さい指標であるため、多少の実績値の上下が達成率に多大な影
響を及ぼしていることは認識しておく必要がある。
・基本目標を達成するため、地域の特性をいかし、他市に先駆け、AI、IoT、DX
関連の新規成長分野や中小企業への支援をさらに充実することで、若年世代を中
心とした雇用の創出を図られたい。

100.0%

7,557

7,443 7,510 7,578 7,646 7,715

事業所数
11,758事業所
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5

60.0%

主な取組 ① 新たな産業拠点の創出

雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

【重要業績指標（KPI）及び実績値】

具体的な施策 1

５人
目標値 10 15 20 20 20 20

実績値 6

5

達成率

雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

100.0%

（令和２年度）

達成率

5目標値 5 5 5 5

実績値 2

13

企業立地制度適
用件数

企業誘致・立地
による雇用者創
出数

主な取組

具体的な施策

（令和２年度）

達成率 40.0%

３件

（令和２年度）

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

1

② 企業誘致の推進

Ｒ８

３社
目標値

実績値

森の里東及び酒
井土地区画整理
事業用地におけ
る立地企業数
（累計）

10 13 13

Ｒ７

5 5



★ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標（イベント等の中止・縮小など）については、評価から除外しています。
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2 地域経済を活性化させる企業活動を支援する

① 中小企業の経営支援

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

具体的な施策

実績値 0

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

2,100

（令和２年度）

達成率 100.0%

実績値 3,350

4 4

1,500件
目標値 1,600 1,700 1,800 1,900 2,000

（令和２年度）

達成率 0.0%

０人
目標値 2 3 4 4

中小企業相談件
数

市の支援策によ
り創業した人数

主な取組

★
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KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

3 若い世代の市内企業への就職を支援する

① 市内企業への就職支援の充実

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

奨学金返済助
成件数

主な取組

具体的な施策

（令和元年度）

達成率 84.5%

175 175

実績値 131
50件

目標値 155 165 175 175
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基本目標３（合計特殊出生率上昇）
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基本目標３
結婚・出産・子育ての希望をかなえることができるまちを
つくる

施策の方向性
出会いや交流の場を創出するとともに、妊娠から出産、子
育て期にわたる切れ目のないサービスの提供や、魅力ある
教育環境の充実を図ります。

【数値目標の進捗状況】

数値目標 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

合計特殊出生率
1.25

目標値 1.31 1.33 1.36 1.39 1.42 1.44

実績値 未公表

【まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】

【基本目標３の進捗状況及び評価】

重要業績評価指標
（KPI）の達成率平均

99.9% 評価 おおむね順調

1,650

実績値 1,353

（平成30年）

達成率 -

出生数
（令和元年）

達成率 90.3%

1,453人
目標値 1,499 1,522 1,556 1,590 1,625

・基本目標３については、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標がな
く、全て評価の対象となったことは評価できる。
・ＫＰＩの達成率平均99.9％に対し、出生数の達成率は90.3％となっており、Ｋ
ＰＩと数値目標の達成率の相関関係を今後、検証されたい。
・子育て世帯への支援事業を始めとした全ての主な取組でおおむね順調に進捗し
ている。引き続き、目標値達成に向けて施策に取り組むとともに、近隣市の状況
把握や、他市の事例等を研究し、取り組まれたい。

・数値目標「合計特殊出生率」については、令和３年度の実績値は令和５年度に
公表予定である。
・ＫＰＩの達成率平均については、99.9％で、進捗状況はおおむね順調である
が、数値目標を達成するため、結婚・出産・子育てに関するニーズを把握し、よ
り効果的な取組を検討する必要がある。
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【重要業績指標（KPI）及び実績値】

具体的な施策 1 結婚への第一歩となる出会いと交流の場を創出する

主な取組 ① 出会いの場や交流の場の創出

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

（令和元年度）

達成率 100.0%

実績値 100.0
出会いの場・交
流の場事業参加
者の満足度

88.7％
目標値 90.0 90.0 90.0 90.090.0 90.0
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具体的な施策 2 妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

主な取組 ① 妊娠・出産への支援の充実

具体的な施策 2 妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

主な取組 ② 子育て世帯への支援の充実

67.0 67.2

（令和元年度）

達成率 100.0%

実績値 87.6
妊娠届出率（妊
娠11週以下）

80.9％
目標値

子育て日常生活
支援事業の支給
件数

15,500件
目標値 18,600 18,000 18,000 18,050

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和２年度）

達成率 100.0%

実績値 19,635

実績値 100.0

目標値 92.0 93.0 94.0 95.0 95.0

具体的な施策 2

（令和２年度）

達成率 100.0%

子育てリフレッ
シュ講座参加者
の満足度

91.8％

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

主な取組 ③ 子育て環境の充実

KPI 現状値

保育施設等入所
率

99.9％

Ｒ７

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

18,050 18,100

95.0

実績値 68.2

（令和２年度）

達成率 100.0%

4,000

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

実績値 100.0

実績値 3,609

ファミリー・サ
ポート・セン
ター援助活動件
数

2,100件
目標値 2,400 3,000 4,000 4,000 4,000

（令和元年度）

達成率 100.0%

Ｒ８

85.0 85.0 85.5 85.5

66.6 66.8

Ｒ３

66.2 66.4

86.0

Ｒ６

86.0

Ｒ４ Ｒ５

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

KPI 現状値

子育てサービス
が充実している
と思う市民の割
合

66.0％
目標値

（令和２年度）

達成率 100.0%
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具体的な施策 3 子どもたちの夢をかなえる教育プログラムを推進する

主な取組 ① 魅力ある教育環境の充実

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

実績値 95.5

達成率 100.0%

全国学力・学習状況
調査の全国の平均正
答率に対する厚木市
の達成率

95.8％
目標値 96.0 97.0 98.0 99.0

全国学力・学習状況
調査の思いやりに関
する設問に肯定的に
回答した児童・生徒
の割合

86.3％
目標値 87.5 88.0 88.5 89.0 89.5

（令和元年度）

達成率 99.5%

（令和元年度） 実績値 88.6

90.0

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

100.0 101.0
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基本目標４（転出抑制）



・数値目標「転出者数」及び「20・30歳代の転出者数」については、達成率
100.0％となり、引き続き、効果的な取組を推進し、転出の抑制を図る必要があ
る。
・ＫＰＩの達成率平均については、95.2％で、おおむね順調である。
・ＫＰＩ「幹線道路（１・２級市道）等の整備延長（累計）」の達成率が低く
なっており、工事の発注時期の平準化に努める等、着実に事業を推進する必要が
ある。

・数値目標の達成率については、100.0％、ＫＰＩの達成率平均については、
95.2％となっており、おおむね順調に進捗していると認められる。
・新型コロナウイルスの影響で評価から除外したＫＰＩについては、今後、With
コロナの環境下において、事業を実施されることを期待したい。
・ＫＰＩ「幹線道路（１・２級市道）等の整備延長（累計）」については、達成
率がやや低いが、利便性の高い交通環境の充実への取組は、転出抑制はもとよ
り、基本目標２「雇用創出」における企業誘致にも繋がるため、施策のより一層
の充実を図られたい。

【まち・ひと・しごと創生総合戦略会議からの意見】
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【基本目標４の進捗状況及び評価】

重要業績評価指標
（KPI）の達成率平均

95.2% 評価 おおむね順調

（令和元年）

達成率 100.0%

20・30歳代の転
出者数

6,680人
6,620

実績値 5,958

目標値 6,664 6,656 6,648 6,640 6,632

（令和元年）

達成率 100.0%

10,525 10,514 10,500

実績値 9,582

基本目標４
誰もが安心して自分らしく生き生きと暮らせるまちをつく
る

施策の方向性

誰もが活躍できる場の創出、安心・安全を確保する基盤の
整備、利便性の高い交通環境による魅力的な生活圏の形成
を推進します。また、着実に計画を推進するために庁内体
制の強化・充実を図ります。

【数値目標の進捗状況】

数値目標 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

転出者数
10,580人

目標値 10,558 10,547 10,536



★ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標（イベント等の中止・縮小など）については、評価から除外しています。

★ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標（イベント等の中止・縮小など）については、評価から除外しています。
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（令和元年度）

達成率 96.4%

市民協働事業の
実施事業数

352件

実績値 214

373

実績値 345

目標値 358 361 364 367 370

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

市内で活動する
市民活動団体数

211団体
目標値 214 217 220 223

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和２年度）

達成率 100.0%

226 229

具体的な施策 1 誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

主な取組 ③ 市民協働の更なる推進

（令和元年度）

達成率 0.0%

文化芸術事業の
参加者数

4,729人

実績値 74.7

5,200

実績値 0

目標値 4,950 5,000 5,050 5,100 5,150

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

公民館での学
級・講座参加者
の満足度

70.1％
目標値 70.6 71.1 71.6 72.1

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和元年度）

達成率 100.0%

72.6 73.1

具体的な施策 1 誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

主な取組 ② 学ぶ場と活躍の場の創出

（令和元年度）

達成率 100.0%

92.8

健康増進のため
に取り組んでい
ることがある市
民の割合

90.0％
目標値 91.0 93.5

実績値

（令和元年度）

達成率 86.1%

特定健康診査の
受診率

36.3％

91.5 92.0 92.5 93.0

43.0

実績値 32.7

Ｒ７ Ｒ８

目標値 38.0 39.0 40.0 41.0 42.0

主な取組 ① 市民の健康保持増進

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

【重要業績指標（KPI）及び実績値】

具体的な施策 1 誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

★

★
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97.4

実績値 94.1

セーフコミュニティ
に関する研修会等参
加者のセーフコミュ
ニティに対する意識
高揚度

86.5％
目標値 92.7 93.6 94.5 95.4 96.4

（令和元年度）

達成率 79.6%

（令和元年度）

達成率 100.0%

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

刑法犯認知件数
1,259件

目標値 900 810 729 656

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

590 531

実績値 1,131

具体的な施策 2 市民生活における安心・安全の向上を図る

主な取組 ② 安心・安全な環境の整備

（令和元年度）

達成率 100.0%

住宅の耐震化率
89.8％

実績値 89.9

96.0

実績値 92.7

目標値 91.1 92.1 93.0 94.0 95.0

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

災害に備えてい
ることがある市
民の割合

86.3％
目標値 86.9 87.5 88.2 88.8

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和２年度）

達成率 100.0%

89.4 90.0

具体的な施策 2 市民生活における安心・安全の向上を図る

主な取組 ① 防災・減災対策の充実・強化
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（令和２年度）

達成率 100.0%

親しみやすい水
辺空間が整って
いると思う市民
の割合

43.7％

実績値 8.19

48.0

実績値 45.8

目標値 44.4 45.1 45.8 46.5 47.2

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

市民一人当たり
の公園及び緑地
面積

8.15㎡/人

目標値 8.16 8.17 8.17 9.61

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和元年度）

達成率 100.0%

9.65 9.65

具体的な施策 3 魅力的な生活圏を形成する

主な取組 ③ 憩いや安らぎの場の創出

（令和元年度）

達成率 64.4%

幹線道路（１・
２級市道）等の
整備延長（累
計）

103m

実績値 2

623

実績値 134

目標値 208 353 473 523 573

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

コミュニティ交
通導入検討地区
数（累計）

１地区
目標値 2 3 4 5

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和元年度）

達成率 100.0%

6 7

具体的な施策 3 魅力的な生活圏を形成する

主な取組 ② 利便性の高い交通環境の充実

スーパーマー
ケット・ドラッ
グストアの徒歩
圏人口カバー率

79.4％
目標値 79.4 80.6 80.6 80.6

KPI

（令和元年度）

達成率 100.0%

80.6 80.6

実績値 79.7

現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

具体的な施策 3 魅力的な生活圏を形成する

主な取組 ① 快適な生活環境の創出

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８
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81.8 100.0

実績値 18.2

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

公共施設個別施
設計画に基づく
第１期短期再編
プログラムの進
捗率

－
目標値 18.2 31.8 45.5 63.6

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和２年度）

達成率 100.0%

自主・自立のまちづくりを推進する

主な取組 ③ 公共施設の適正配置の推進

（令和元年度）

達成率 90.8%

職務遂行能力が
向上していると
感じている職員
の割合

85.1％
目標値 90.0 90.0 90.0 90.0

具体的な施策 4

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

90.0 90.0

実績値 81.7

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

具体的な施策 4 自主・自立のまちづくりを推進する

主な取組 ② 庁内組織体制の最適化と人材育成

（令和元年度）

達成率 100.0%

市税収納率
98.81％

実績値 87.3

99.10

実績値 99.11

目標値 98.85 98.90 98.85 99.00 99.05

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

第７次行政改革
の推進度

－
目標値 100.0 100.0 100.0 100.0

KPI 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（令和２年度）

達成率 87.3%

100.0 100.0

具体的な施策 4 自主・自立のまちづくりを推進する

主な取組 ① 積極的な財源の確保



主な取組　令和３年度の実績

資料１（別冊）



基本目標１

具体的な施策１
関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

具体的な施策２
機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

具体的な施策３
20・30歳代を中心とした若い世代の転入を促進する

基本目標２

具体的な施策１
雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

具体的な施策２
地域経済を活性化させる企業活動を支援する

具体的な施策３
若い世代の市内企業への就職を支援する

基本目標３

具体的な施策１
結婚への第一歩となる出会いと交流の場を創出する

具体的な施策２
妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

具体的な施策３
子どもたちの夢をかなえる教育プログラムを推進する

基本目標４

具体的な施策１
誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

具体的な施策２
市民生活における安心・安全の向上を図る

具体的な施策３
魅力的な生活圏を形成する

具体的な施策４
自主・自立のまちづくりを推進する
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【基本目標　１】

地域の魅力発信・人材交流と都市機
能の向上により、活気に満ちたまち
をつくる

～転入促進～



基本目標　１

具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　国内友好都市との訪問
団の受入れ及び派遣を行
うとともに、国内友好都
市との交流事業を行う市
民団体に補助金を交付
し、民間交流の活性化を
図ります。

国内交流
推進事業

　新型コロナウイルス感染症
の影響により当初予定してい
た国内友好都市との交流は全
て中止となったが、国内友好
都市の物産販売をオンライン
等で実施したほか、本市の物
産販売をオンラインで実施し
た。
　また、本厚木駅前東口地下
道ロードギャラリーにおいて
友好都市紹介展を実施し、市
民の皆様に国内友好都市のPR
を実施した。

国内友好都市
との交流活動
件数

件 22 7 ●

　海外友好都市等との訪
問団の受入れ及び派遣を
行うとともに、海外友好
都市等との国際交流事業
を行う市民団体及び市内
大学に補助金を交付し、
民間交流の活性化を図る
ほか、海外学生等のホー
ムステイを受け入れま
す。

国際交流
推進事業

　新型コロナウイルス感染症
の影響に伴い、当初予定して
いた海外友好都市等との交流
は全て中止となったが、揚州
市で開催された揚州園芸博覧
会へ本市のPRブースを設置し
たほか、本厚木駅前東口地下
道ロードギャラリーにおいて
友好都市紹介展を実施した。

海外友好都市
等との交流活
動件数

件 15 2 ●

　自治体相互が連携し、
より一層の市民サービス
の向上につながる取組を
行うとともに、近隣市町
村と共通する行政課題等
の解決に向けた調査・研
究を行います。

広域都市
連携推進
事業

　近隣市町村をはじめ関係団
体等との情報共有を図り、市
民サービスの向上に向けた調
査研究を行った。
　また、県央相模川サミット
においてナラ枯れ対策や脱炭
素・温暖化防止に向けた広域
連携の推進に努めたほか、広
域行政連絡会及び厚木愛甲ま
ちづくり研究会において丹
沢・大山・宮ケ瀬湖周辺エリ
アの観光イラストマップを制
作・配布し、当該エリアの周
知及び周遊性の向上に努める
とともに、パートナーシップ
制度の広域化に向けた取組を
推進した。

都市間連携の
実施件数

件 49 50

大山エリア
（厚木市・伊
勢原市・秦野
市）の観光消
費額（年間）

千円 25,790,000 13,092,965 ●

宮ヶ瀬エリア
（厚木市・愛
川町・清川
村）の観光消
費額（年間）

千円 18,380,000 6,834,488 ●

2

関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

都市間交流の促進

　近隣の自治体や観光協
会、関係団体等と協働
し、広域連携による観光
プロモーションを行うこ
とで、回遊性や情報発信
力を高め、観光地として
の魅力を向上させ誘客の
促進を図ります。

広域連携
観光推進
事業

　近隣市町村と連携し、丹
沢・大山×宮ヶ瀬デジタルス
タンプラリーを開催したほ
か、広域観光マップを発行
し、観光施設等に配架した。
・丹沢・大山　宮ヶ瀬観光
マップ　100,000部
・おおやまめぐりルート観光
ガイド　 30,000部



具体的な施策　１

主な取組　②

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　産業と観光の振興を図
るとともに、市民のふれ
あいを深めるため、「あ
つぎ鮎まつり」や「あつ
ぎ飯山桜まつり」など、
魅力ある観光イベントを
開催します。

観光行事
推進事業

①コロナ禍であつぎ鮎まつ
り、あつぎ飯山桜まつりにつ
いては、開催を中止し、関連
事業を実施した。
・あつぎ鮎まつり関連事業
　デザインコンクール、鮎ま
つりに関する動画配信
・あつぎ飯山桜まつり関連
　事業
　お楽しみWEB抽選会、桜の動
画配信
②コロナ禍で地域観光まつり
は、中止となったため、補助
金の申請がなかった。

観光消費額
（年間）

千円 17,300,000 6,290,170 ●

　豊かな自然や温泉等の
既存の観光資源を活用す
るとともに、地域団体や
事業者との協働により、
新たな観光資源を創出
し、地域の活性化を図り
ます。

観光資源
活性化事
業

①森林など豊かな自然環境を
有効に活用した新たな体験型
観光コンテンツンの創出のた
め、サイクリングのモデル
ルートを作成し、インター
ネット上に公開した。
②地域と協働で地域資源を活
用した花の里づくりを推進す
るため、花の育成に必要な消
耗品を購入した。
③地域の観光資源活性化を図
るために活動する団体に対
し、費用の一部を補助した。
・交付件数　２件

飯山・七沢地
区の延べ観光
客数（年間）

人 1,090,000 933,324 ●

　市内の観光施設や飲食
店などの受入環境を整備
することで、訪れた観光
客の満足度向上を図り、
リピーターを含む観光客
の拡大に繋げます。

受入環境
整備事業

①外国人観光客の誘致を推進
するため、観光事業者に対
し、外国語表記をしたパンフ
レット等を作成する費用の一
部を補助した。
・交付件数　２件
②旅行客の受入環境を向上さ
せるため、一般社団法人厚木
市観光協会が実施する「OEC
フードセミナー」に対し、費
用の一部を補助した。

市内の延べ観
光客数（年
間）

人 2,942,000 1,081,007 ●

健康づくり大
学参加者のう
ち、満足した
人の割合

％ 72.9 100.0

森林セラピー
ツアー参加者
のうち、満足
した人の割合

％ 95.0 100.0

3

　飯山地区及び七沢地区
において、自然と温泉等
の観光資源をいかした
「森林セラピー事業」や
「健康づくり大学」を実
施し、観光客の増加を図
ります。

健康づく
り村推進
事業

関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

観光地の魅力創出

　厚木市観光協会が実施する
事業に対し、費用の一部を補
助した。
・森林セラピーツアー開催回
数　２回
・健康づくり大学開催回数
　　２回



飯山白山森林
公園桜の広場
周辺整備の進
捗状況

－ 実施設計
工事・測
量・実施

設計

庫裡橋から飯
山白山森林公
園桜の広場ま
での整備の進
捗状況

－
整備方針

検討
－

白山ハイキン
グコース及び
白山展望台周
辺整備の進捗
状況

－
整備方針

検討
－

大山エリア
（厚木市・伊
勢原市・秦野
市）の観光消
費額（年間）

千円 25,790,000 13,092,965 ●

宮ヶ瀬エリア
（厚木市・愛
川町・清川
村）の観光消
費額（年間）

千円 18,380,000 6,834,488 ●

4

　飯山白山森林公園桜の
広場を中心とするエリア
について、観光拠点とし
ての機能強化に向けた整
備を進めます。

　近隣の自治体や観光協
会、関係団体等と協働
し、広域連携による観光
プロモーションを行うこ
とで、回遊性や情報発信
力を高め、観光地として
の魅力を向上させ誘客の
促進を図ります。

飯山白山
森林公園
桜の広場
周辺整備

事業

広域連携
観光推進
事業

　令和２年度に作成した実施
設計に基づき、飯山白山森林
公園の桜の広場の工事を実施
し、広場の機能強化を図っ
た。また、階段の測量及び設
計を実施した。

　近隣市町村と連携し、丹
沢・大山×宮ヶ瀬デジタルス
タンプラリーを開催したほ
か、広域観光マップを発行
し、観光施設等に配架した。
・丹沢・大山　宮ヶ瀬観光
マップ　100,000部
・おおやまめぐりルート観光
ガイド　 30,000部



具体的な施策　１

主な取組　③

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　本厚木駅及び愛甲石田
駅周辺等にデジタルサイ
ネージ（電子看板）を設
置し、イベントや観光情
報、市からのお知らせな
どの情報を発信します。

デジタル
サイネー
ジ設置事
業

　デジタルサイネージの中町
第2-2地区への整備に向けて調
査・研究を進めた。

デジタルサイ
ネージの中町
第２－２地区
等への整備の
進捗状況

－ － 調査・研究

　市の広報番組をケーブ
ルテレビで放送するとと
もに、イベントや市政情
報等をテレビ・ラジオの
情報番組を通じて、市内
外に広く発信します。

映像メ
ディア活
用事業

　市の広報番組をケーブルテ
レビ・インターネットで配信
するとともに、テレビ・ラジ
オを使った情報発信をした。

映像メディア
による広報が
効果的と感じ
た人の割合

％ 71.9 80.0

あつぎの魅力
創造・交流事
業において、
「あつぎの魅
力を感じるこ
とができた」
と思う事業参
加者の割合

％ 87.8 88.4

事業（出会い
の場・交流の
場）参加者の
満足度

％ 88.7 100.0

　「浜の活力再生プラ
ン」に基づき、アユの保
護やアユを活用した六次
産業化等の取組を、相模
川の流域市町村及び内水
面漁業関係者と連携し支
援します。

浜の活力
再生プラ
ン推進事
業

　浜の活力再生プラン（第２
期）を策定し、漁業収入の向
上や天然アユの保護及び漁場
の環境整備に取り組んだ。

天然アユ遡上
数

尾 1,580,000 2,039,700

5

　若い世代で構成する組
織において、住みたい、
働きたい、訪れたいと思
える魅力あるまちづくり
に向けた事業を実施し、
あつぎの魅力を全国に発
信します。

あつぎの
魅力創
造・交流
事業

関係人口を創出し、あつぎの魅力を全国に発信する

あつぎの魅力の発信力強化

　雑誌やホームページ、イン
スタグラムにおける広告掲載
や小田急電鉄車内における広
告掲載を行い、広く厚木の魅
力をPRした。また、SNSで投稿
された写真を活用したフォト
ブックを増刷し、厚木の魅力
を発見するきっかけづくりを
した。



　魅力ある観光資源を市
内外に広くPRするため、
パンフレットの作成や各
種メディア、SNSを活用し
た情報発信を展開し、観
光客の誘致拡大を図りま
す。

観光プロ
モーショ
ン事業

①観光PR動画を作成し、フェ
イスブック及びインスタグラ
ムで配信した。
・リーチ数　30,800
②近年、人気が高まるアウト
ドアに着目し、サイクリング
やハイキング等のイベントを
開催する準備を進めていた
が、コロナ禍で中止となり、
お楽しみ抽選会のみ実施し
た。
・申込件数　1,654件
③ハイカー向け観光マップを
リニューアルし、観光施設に
配架した。
・作成部数　15,000部
④大山ケーブル駅構内にPR電
飾看板を設置し、大山からの
誘客促進を図った。
⑤交通事業者と連携した事業
を実施する、厚木市観光協会
に対し、費用の一部を補助し
た。
・小田急サイネージ用広告動
画の作成・配信（１週間）
・小田急車内窓上広告の作
成・掲示（１箇月）
⑥観光プロモーションのツー
ルとしてマスコットキャラク
ター「あゆコロちゃん」を活
用した、啓発物品を作成し
た。また、ゆるキャラのオン
ラインイベントに参加した。
⑦本市の魅力となる優れた食
を「あつぎ食ブランド」とし
て認定した。
・新規認定件数　１件

厚木市観光協
会ホームペー
ジのアクセス
件数

回 30,889 121,087

　「厚木市景観計画」に
基づき、建築物の景観誘
導を推進するとともに、
市内における景観の魅力
発信を行います。

景観形成
推進事業

　市内の景観資源を発掘し、
ソーシャルネットワークによ
り情報発信することができ
た。
　また、厚木の魅力（まちの
景観）について、厚木市民情
報提供システム「スマ報」か
らの投稿が数多く寄せられ
た。

厚木市民情報
提供システム
「スマ報」に
よる厚木の魅
力（まちの景
観）投稿件数

件 124 126

6



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　本厚木駅やアミューあ
つぎ、バスセンターな
ど、市街地の主要施設を
結ぶ導線となる地下道の
活性化を図ります。

地下道活
性化事業

　暗い、怖いという地下道の
イメージを払拭し、明るく温
かみのある印象に変えるた
め、柱を活用したイメージ
アップ事業として柱巻きによ
る柱の装飾を実施した。

事業実施時の
地下道の通行
量

人／日 9,311 0 ●

　駅周辺や公共施設など
で容易にインターネット
に接続できる衆無線LAN
（Wi-Fi）を整備します。

公衆無線
LAN整備事
業

　厚木北公民館及び既設の厚
木南公民館を除く14公民館
（分館含む）に無線LAN（Wi-
Fi）を増設。８月31日より増
設エリアのサービスを開始し
た。

無線LAN（Wi-
Fi）整備箇所
数
※カッコ内は
総数

か所
3

(14)
14

(28)

複合施設整備
の進捗状況

－
基本設計

準備
基本設計

厚木バスセン
ター再整備の
進捗状況

－ －
再整備計
画（案）
の検討

　本厚木駅北口広場に面
する街区と駅北口広場の
一体的な再整備に向けた
取組を行います。

本厚木駅
北口周辺
整備事業

　令和３年10月に設立された
市街地再開発準備組合の運営
を支援するとともに、地区内
の整備方針などのまちづくり
方針の検討、事業計画案の策
定に向けた施設計画案や資金
計画案などの概略検討、隣接
する道路などの概略検討を
行った。

本厚木駅北口
周辺整備に向
けた進捗状況

－
権利者会

開催
準備組合

設立

　愛甲石田駅北口広場及
び周辺地区の計画的な整
備を行い、商業・業務等
の都市機能の集積と交通
結節点としての機能を強
化し、都市拠点を形成し
ます。

愛甲石田
駅周辺整
備事業

　愛甲石田駅周辺のまちづく
りについて、附属機関である
「愛甲石田駅周辺まちづくり
検討委員会」を設置し、会議
を３回開催するなど基本構想
策定に向け検討を行った。
　また、愛甲石田駅北口広場
の一般車、バス、タクシーの
錯綜を緩和するため暫定整備
工事を実施した。

愛甲石田駅周
辺整備の進捗
状況

－
周辺整備
に係る意
向調査

厚木市愛
甲石田駅
周辺まち
づくり検
討委員会

開催
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　家（第１の場所）と職
場や学校（第２の場所）
との間にある第３の場所
「サードプレイス」の創
出をコンセプトに掲げて
いる中町第２－２地区周
辺において、あらゆる世
代の皆様にとって居場所
となる複合施設の整備及
び厚木バスセンターの再
整備を進めます。

中町第2-2
地区周辺
整備事業

機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

都市機能の向上

　複合施設整備については、
令和２年度末に開始した公募
型プロポーザルにより、基本
設計業務委託の事業者を選定
し、基本設計業務に着手し
た。
　厚木バスセンターの再整備
については、複合施設の整備
に伴い必要となる交通協議を
行ったほか、バスセンターの
再整備計画（案）を検討し、
関係機関協議を行った。



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

合同入社式・
研修会参加者
数

人 150 39

中小企業相談
件数

件 1500 3,350

厚木市中心市
街地商店街空
店舗対策事業
補助金交付申
請店舗数

店 8 18

中心市街地の
歩行者数

人 109,836 98,282

中心市街地の
にぎわいを感
じている市民
の割合

％ 27.1 29.3

子育てパス
ポートAYUCO
カード取得率

％ 74.0 85.2

商店街活性化
事業数

事業 10 6 ●

8

商工業振
興事業

市街地商
業活性化
事業

　地域の総合経済団体で
ある厚木商工会議所が実
施する優良小売店舗表彰
や合同入社式、社員研修
会、経営相談などの事業
に対し、補助金を交付し
ます。

　中心市街地100ha内の空
き店舗に出店する事業者
に対する家賃等の補助
や、「あつぎ国際大道
芸」などの魅力あるイベ
ントを開催するほか、商
業者等が実施する各種事
業を支援し、まちのにぎ
わい創出と活性化を図り
ます。

　商店会が協力して行う
販路拡大のための事業や
厚木市商店会連合会が実
施する商業振興事業等に
対し、補助金を交付しま
す。

機能的でにぎわいのあるまちづくりを進める

　厚木商工会議所が行う商工
業団体等組織の強化、後継者
育成、経営相談及び指導など
の諸事業に係る費用に対し、
補助金を交付した。

①中心市街地において、空き
店舗を活用し、開業する事業
者に対し、改装費と家賃の一
部を補助した。
・認定件数　18件
②にぎわい爆発あつぎ国際大
道芸中止
③あつぎジャズナイト中止
④本厚木駅北口にイルミネー
ションを設置した。
・電球数　37,864球
⑤市内商業団体が中心市街地
の商業活性化を推進する事業
に要する経費に対し、補助金
を交付した。

　子育てパスポートAYUCO電子
システムを構築し、利用者の
利便性向上とサポーター店舗
の利用を促進を図った。

商業の活性化

商業活動
振興事業



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

介護職等に就
職した人数

人 20 39

キャリアアッ
プ支援事業補
助金支給事業
所の件数

件 80 106

奨学金返済助
成金支給者数

人 45 48

転入奨励助成
金支給者数

人 80 93

復職等奨励助
成金支給者数

人 3 1

幼稚園教諭奨
学金返済助成
金支給者数

人 4 9

幼稚園教諭転
入奨励助成金
支給者数

人 2 2

幼稚園教諭復
職等奨励助成
金支給者数

人 1 1

奨学金返済助
成金支給者数

人 20 15

転入奨励助成
金支給者数

人 3 0

復職等奨励助
成金支給者数

人 3 5

親元近居・同
居住宅取得等
支援事業等に
よる転入者数

人 85 132

若年世帯住宅
取得支援事業
による転入者
数

人 － 143
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　市内の私立保育施設に
就職又は勤務する方に対
し、奨学金を利用して保
育士の資格を取得した方
の奨学金の返済費用の一
部を助成するほか、市外
からの転入費用の一部を
助成するとともに、保育
士有資格者の復職等に対
し、奨励助成金を交付し
ます。

　市内に居住する親世帯
と近居又は同居するため
に市外から転入する方に
対し、住宅の取得又は増
改築費用の一部を補助す
るとともに、市外から転
入する子育て中の若年世
帯又は市内に居住する子
育て中の若年世帯が、市
内に住宅を取得する費用
の一部を補助します。

　市内の事業所等に就職
又は勤務する方に対し、
奨学金を利用して介護職
の資格を取得した方の奨
学金の返済費用の一部を
助成するほか、介護職等
有資格者の転入及び復職
等に対し、奨励助成金を
交付します。

　市内の医療機関に勤務
する方に対し、奨学金を
利用して看護職や歯科衛
生士等の資格を取得した
方の奨学金の返済費用の
一部を助成するほか、市
外からの転入費用の一部
を助成するとともに、看
護職有資格者の復職等に
対し、奨励助成金を交付
します。

　市内の私立幼稚園に就
職又は勤務する方に対
し、奨学金を利用して幼
稚園教諭の資格を取得し
た方の奨学金の返済費用
の一部を助成するほか、
市外からの転入費用の一
部を助成するとともに、
幼稚園教諭有資格者の復
職等に対し、奨励助成金
を交付します。

介護職人
材確保支
援事業

看護職等
人材確保
支援事業

幼稚園教
諭確保助
成事業

保育士確
保助成事
業

定住促進
住宅取得
等支援事
業

　市内の私立保育所等に就労
した潜在保育士等に対し、助
成金を交付した。
①奨学金返済助成金　15件
②転入奨励助成金　　０件
③復職等奨励助成金　５件

  親元に近居・同居のために
住宅を取得又は改修し、市外
から転入した40世帯に対し住
宅の取得又は増改築費用の一
部を補助した。
　また、市外から転入又は市
内に居住し、新たに住宅を取
得した43世帯の子育て世帯に
対し、住宅の取得費用の一部
を補助した。

　市内の介護保険指定事業所
等に就職又は勤務する市民の
方で、転入及び復職等する場
合に助成金を、また、奨学金
返済の一部を助成した。

①奨学金を返済している看護
職等に対し、助成金を交付し
た。
・助成件数　48件
②市内に転入した看護職等に
対し、助成金を交付した。
・助成件数　93件
③復職した看護職等に対し、
助成金を交付した。
・助成件数　１件

　幼稚園教諭の確保、定着及
び離職防止のため、奨学金を
利用して幼稚園教諭の資格を
取得し、市内の私立幼稚園に
勤務する幼稚園教諭に対し、
返済金額の一部を助成した。
また、市外からの転入者や復
職した者に対して、費用の一
部を助成した。

20・30歳代を中心とした若い世代の転入を促進する

転入を促進する支援の充実
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【基本目標　２】

働く場を創出し、経済活動が盛んな
まちをつくる

～雇用創出～



基本目標　１

具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

森の里東土地
区画整理事業
の進捗状況
（Ｃ工区）

－ 工事 工事

産業用地創出
面積
※カッコ内は
総面積

ha
8.3

(15.2)
－

(15.2)

酒井土地区画
整理事業の進
捗状況

－ 工事 工事

産業用地創出
面積

ha － －

山際地区（約
22ha）の土地
区画整理事業
の進捗状況

－ 支援業務 支援業務

山際北部地区
（約17ha）の
土地区画整理
事業の進捗状
況

－ 支援業務 支援業務
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森の里東
土地区画
整理推進
事業

酒井土地
区画整理
推進事業

土地区画
整理推進
事業

雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

新たな産業拠点の創出

　森の里東土地区画整理
事業の施行を促進するた
め、森の里東土地区画整
理組合に対する指導、助
言及び支援に努めるとと
もに、施行地区周辺の都
市基盤整備を実施しま
す。

　酒井土地区画整理事業
の施行を促進するため、
酒井土地区画整理組合に
対する指導、助言及び支
援に努めるとともに、施
行地区周辺の都市基盤整
備を実施します。

　産業系土地利用を図る
ため、土地区画整理事業
の事業化に向けた検討に
対する指導、助言及び支
援を行い、計画的かつ充
実した都市基盤整備を推
進します。

①組合に対して、社会資本整
備総合交付金の市負担金を県
を経由して交付した。
②組合の事業進捗に合わせて
施行地区外の関連する排水路
を整備した。

①組合に対して、事業費の一
部を補助した。
②土地区画整理関連地区外道
水路を整備した。

　地権者組織に対して支援を
行った。



具体的な施策　１

主な取組　②

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　「厚木市企業等の立地
促進等に関する条例」に
基づく奨励措置の適用を
受けた企業等に対し、一
定の要件の下、奨励金を
交付します。

企業立地
元気アッ
プサポー
ト事業

①奨励措置を適用した。
・適用件数　２件
②各種奨励金を交付した。
・企業立地奨励金　13件
・戦略産業奨励金　２件
③新たに本市への立地意向を
有する企業の情報を収集し、
企業訪問やＰＲ用パンフレッ
トを配付した。
・企業訪問  51社
・市外企業へパンフレット送
付　2,000社

企業立地制度
適用件数

件 3 2

13

雇用の創出に大きな役割を果たす企業の誘致を推進する

企業誘致の推進



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

企業巡回訪問
件数

件 60 50

見本市等出展
事業補助金交
付件数

件 8 27

事業承継補助
金交付件数

件 2 0

中小企業設備
投資額

千円 78,000 269,307

特許等出願支
援補助金交付
件数

件 7 7

合同入社式・
研修会参加者
数

人 150 30

中小企業相談
件数

件 1,500 3,350

中小企業融資
件数

件 100 303

中小企業資金
融資利子補給
金交付件数

件 1,200 777

中小企業信用
保証料補助件
数

件 100 240
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　製造業を営む市内中小
企業及び小規模企業が設
備投資に要した費用の一
部を補助するとともに、
市内中小企業者等が特許
等を取得する際に要した
費用の一部を補助しま
す。

中小企業
イノベー
ション支
援事業

①製造業を営む市内中小企業
者が、生産の拡大及び生産の
効率化を図るための設備並び
に環境保全機器に投資した経
費に対し、補助金を交付し
た。
・交付件数　８件
②市内中小企業者の新技術、
新製品の保護及び研究開発を
奨励するため、国内の産業財
産権（特許、実用新案等）の
取得に要する費用に対し、補
助金を交付した。
・交付件数　７件

地域経済を活性化させる企業活動を支援する

中小企業の経営支援

中小企業
活性化推
進事業

商工業振
興事業

中小企業
事業資金
融資事業

①市内中小企業の巡回訪問を
実施した。
・訪問件数　50件
②市内中小企業者等が技術力
を向上させ、経営基盤の強化
を図るため県内及び都内の大
学との共同研究に対し、補助
金を交付した。
・交付件数　３件
③市内中小企業者等が販路拡
大のため、見本市、フェア及
び展示会などに出展した際の
費用に対し、補助金を交付し
た。
・交付件数　27件

　厚木商工会議所が行う商工
業団体等組織の強化、後継者
育成、経営相談及び指導など
の諸事業に係る費用に対し、
補助金を交付した。

①特定金融機関に一定の資金
を無利子で預託し、中小企業
者に低利な融資を行った。
・融資件数　303件
②厚木市中小企業融資制度
（事業資金（運転・一時）、
経営近代化資金（運転）を除
く）、神奈川県中小企業制度
融資の創業支援融資、日本政
策金融公庫取扱いの小規模事
業者経営改善資金（マル経資
金）を利用した市内中小企業
が、金融機関へ支払った利子
に対し、利子補給金を交付し
た。
・交付件数　777件
③厚木市中小企業融資制度、
神奈川県創業支援融資を利用
した市内の中小企業者が、神
奈川県信用保証協会へ支払っ
た保証料に対し、補助金を交
付した。
・交付件数　240件

　中小企業診断士が企業
を巡回訪問し、課題解決
に向けた相談を実施する
ほか、見本市等への出展
による販路拡大を支援し
ます。
　また、後継者問題等を
抱える市内中小企業が事
業を継続するための事業
承継に係る経費の一部を
補助します。

　地域の総合経済団体で
ある厚木商工会議所が実
施する優良小売店舗表彰
や合同入社式、社員研修
会、経営相談などの諸事
業に対し、補助金を交付
します。

　特定金融機関に一定の
資金を無利子で預託し、
中小企業等に低利な融資
を行うことで、経営の安
定化を図ります。



創業者支援利
子補給金交付
件数

件 12 3

あつぎ起業ス
クール修了者
の起業者数

人 0 0 ●

ロボット関連
補助金交付件
数

件 3 1

ロボットリテ
ラシー事業へ
の参加者数

人 150 658
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①日本政策金融公庫において
創業融資を受けた　市内創業
者に対し、利子補給金を交付
した。
・交付件数　３件
②あつぎ起業スクールは感染
症拡大防止のため中止した。

①ロボット関連産業等促進事
業補助金を交付した。
・交付件数　１件
②ロボットの動作の実演や講
義を通じて、ロボットに親し
む機会を提供し、ロボットの
動く仕組みや扱い方につい
て、正しい知識を身に着ける
ため、ロボットリテラシー事
業を実施した。
・参加人数　658人
③市におけるロボット関連事
業への支援、企業及び大学の
取組を他市町村や企業等に広
く周知し、本市のロボット関
連事業を含めた魅力をＰＲす
るため、あつぎ生まれのロ
ボット発信事業を実施した。
④講演会
　ロボットを始めとした先進
技術に関する講演会に外部講
師を招いて、市民を対象に実
施した。
⑤厚木市青少年発明コンクー
ル入賞作品を具体化した試作
品を製作し発表し、ものづく
りの楽しさを実感していただ
き、理科や科学への興味や関
心を向上させるため、ＡＴＳ
ＵＭＯ発明実現プロジェクト
を実施した。

ビジネス
チャレン
ジャー支
援事業

ロボット
産業推進
事業

　新規開業のために必要
な資金の融資を受けた市
内創業者に対し、利子補
給を行うとともに、開業
手続きの実務や事業計画
の作成について学ぶ「あ
つぎ起業スクール」を開
催します。

　先進的な技術を有し、
ロボットの製造・開発を
行っている企業等の取組
を紹介するとともに、企
業等によるロボット研
究、製品開発、製品の改
良及び市場開発に係る経
費の一部を補助します。



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

介護職等に就
職した人数

人 20 39

キャリアアッ
プ支援事業補
助金支給事業
所の件数

件 80 106

奨学金返済助
成金支給者数

人 45 48

転入奨励助成
金支給者数

人 80 93

復職等奨励助
成金支給者数

人 3 1

幼稚園教諭奨
学金返済助成
金支給者数

人 4 9

幼稚園教諭転
入奨励助成金
支給者数

人 2 2

幼稚園教諭復
職等奨励助成
金支給者数

人 1 1

奨学金返済助
成金支給者数

人 20 15

転入奨励助成
金支給者数

人 3 0

復職等奨励助
成金支給者数

人 3 5

　国の農業次世代人材投
資資金制度を活用し、青
年新規就農者に資金を交
付するとともに、就農後
の営農定着を促進するた
めの支度金を交付しま
す。

新規就農
者支援事
業

　青年新規就農者を対象に年
間150万円の資金を交付すると
ともに、就農後１年以内に10
万円の支度金を給付した。

認定新規就農
者数（累計）

人 25 34
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若い世代の市内企業への就職を支援する

市内企業への就職支援の充実

幼稚園教
諭確保助
成事業

　市内の私立幼稚園に就
職又は勤務する方に対
し、奨学金を利用して幼
稚園教諭の資格を取得し
た方の奨学金の返済費用
の一部を助成するほか、
市外からの転入費用の一
部を助成するとともに、
幼稚園教諭有資格者の復
職等に対し、奨励助成金
を交付します。

　幼稚園教諭の確保、定着及
び離職防止のため、奨学金を
利用して幼稚園教諭の資格を
取得し、市内の私立幼稚園に
勤務する幼稚園教諭に対し、
返済金額の一部を助成した。
また、市外からの転入者や復
職した者に対して、費用の一
部を助成した。

介護職人
材確保支
援事業

　市内の事業所等に就職
又は勤務する方に対し、
奨学金を利用して介護職
の資格を取得した方の奨
学金の返済費用の一部を
助成するほか、介護職等
有資格者の転入及び復職
等に対し、奨励助成金を
交付します。

　市内の介護保険指定事業所
等に就職又は勤務する市民の
方で、転入及び復職等する場
合に助成金を、また、奨学金
返済の一部を助成した。

看護職等
人材確保
支援事業

　市内の医療機関に勤務
する方に対し、奨学金を
利用して看護職や歯科衛
生士等の資格を取得した
方の奨学金の返済費用の
一部を助成するほか、市
外からの転入費用の一部
を助成するとともに、看
護職有資格者の復職等に
対し、奨励助成金を交付
します。

①奨学金を返済している看護
職等に対し、助成金を交付し
た。
・助成件数　48件
②市内に転入した看護職等に
対し、助成金を交付した。
・助成件数　93件
③復職した看護職等に対し、
助成金を交付した。
・助成件数　１件

保育士確
保助成事
業

　市内の私立保育施設に
就職又は勤務する方に対
し、奨学金を利用して保
育士の資格を取得した方
の奨学金の返済費用の一
部を助成するほか、市外
からの転入費用の一部を
助成するとともに、保育
士有資格者の復職等に対
し、奨励助成金を交付し
ます。

　市内の私立保育所等に就労
した潜在保育士等に対し、助
成金を交付した。
①奨学金返済助成金　15件
②転入奨励助成金　　０件
③復職等奨励助成金　５件



障害者雇用奨
励交付金交付
件数

件 35 39

高年齢者継続
雇用奨励補助
金交付件数

件 40 67

勤労者奨学金
返済助成金交
付件数

件 － 58

　職人の技と伝統を伝
え、若年者の職業選択の
機会を拡大するため、市
内外への広報活動を実施
するほか、職業訓練校に
対する支援として補助金
を交付するとともに、技
能職団体の活動を支援
し、技能後継者の育成や
優れた技能の継承等を図
ります。

技能振興
事業

①職業訓練校に対し、補助金
を交付した。
・交付件数　１件
②職人の技と伝統を伝える場
として技能祭を開催する予定
だったが、新型コロナウイル
スの影響で中止
③職人の技と伝統を伝え若年
者の職業選択の機会を拡大す
るための技能教室開催は新型
コロナウイルスの影響で中止

技能教室参加
者数

人 45 0 ●
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就労対策
事業

　市内の企業に勤務する
方に対し、奨学金を利用
して大学に通学していた
方の奨学金の返済費用の
一部を助成するほか、各
種セミナーや講座を実施
するとともに、就職支援
や各種相談事業を実施し
ます。

①障がい者又は高年齢者を１
年以上常用雇用している中小
企業者に対し、奨励金を交付
した。
・障がい者雇用交付件数
　39件
・高年齢者雇用交付件数
　67件
②市内在住かつ在勤の奨学金
返還者に対し、奨学金返還の
一部を補助した係る支援を実
施した。
・交付件数　58件
③テレワーク導入に係る経費
の一部を補助した。
・交付件数　92件(R４年度に
繰越した交付件数を除く)
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【基本目標　３】

結婚・出産・子育ての希望をかなえ
ることができるまちをつくる

～合計特殊出生率上昇～



基本目標　３

具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

あつぎの魅力
創造・交流事
業において、
「あつぎの魅
力を感じるこ
とができた」
と思う事業参
加者の割合

％ 87.8 88.4

事業（出会い
の場・交流の
場）参加者の
満足度

％ 88.7 100.0
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結婚への第一歩となる出会いと交流の場を創出する

出会いの場や交流の場の創出

　結婚への第一歩である
新たな出会いの場や交流
の場を創出するための事
業を実施します。

あつぎの
魅力創
造・交流
事業

　新たな日常に対応した出会
いの場・交流の場創出事業と
して、オンライン形式による
婚活セミナーを実施し、結婚
を希望する市民の皆様に対
し、よりよい出会いの場につ
ながるノウハウ等の普及啓発
を行った。



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

妊娠届出率
（妊娠11週以
下）

％ 79.0 87.6

う蝕のない3歳
児の割合

％ 88.0 89.8

　医療保険の対象となら
ず、高額な医療費を要す
る特定不妊治療（顕微授
精・体外受精）に要する
費用の一部を助成しま
す。

不妊治療
費助成事
業

　医療保険の対象にならない
特定不妊治療（顕微授精、体
外受精）、及び男性不妊治療
について、治療費に要する費
用の一部、最大10万円を助成
した。
・特定不妊治療　219件
・男性不妊治療　 ０件

不妊治療費助
成件数

件 155 219
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　母子保健法に基づく健
康診査や保健指導等を実
施するほか、全ての妊産
婦等の状況を継続的に把
握し、ニーズに対応した
妊娠から出産、子育て期
にわたる切れ目のない相
談体制の充実を図りま
す。

母子保健
衛生事業

①母子健康手帳を交付した。
・交付件数　1,342件
・妊娠届出者1305件のうち妊
娠11週以下で届け出した件数
　1,143件
②各種健康診査を実施した。
【受診者数】
・妊婦健康診査
　延べ15,142人
・妊婦歯科健康診査
　438人
・４か月児健康診査
　1,298人
・８～９か月児健康診査
　1,342人
・１歳６か月児健康診査
　1,205人
・２歳６か月児歯科健康診査
　881人
・３歳６か月児健康診査
　1,218人
・乳幼児経過検診
　170人
③訪問指導を実施した。
・産婦・新生児訪問指導者数
　2,290人
・訪問指導者数
　3,450人
④すくすく応援隊を実施し
た。
・相談件数　384件

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

妊娠・出産への支援の充実



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

出張講座、各
種研修延べ参
加者数

人 600 1,646

経過観察（個
別・グルー
プ）支援延べ
提供者数

人 3,800 4,657

親子サロン延
べ利用者数

人 2,300 2,706 ●

児童発達支援
事業延べ利用
者数

人 6,936 7,899

保育所等訪問
支援事業利用
件数

件 65 97

相談支援事業
利用件数

件 113 279

　私立幼稚園に対し、教
材費や特別支援教育費、
預かり保育事業費等の教
育・保育に係る経費の一
部を補助するほか、私学
助成幼稚園に通う満３歳
児から５歳児の保育料及
び保育の必要性の認定を
受けた園児の保護者が利
用実績に応じて支払う預
かり保育料の一部を給付
します。

私立幼稚
園就園奨
励事業

①教育環境の向上を図るた
め、市内私立幼稚園に対し、
各種補助金を交付した。
・交付件数　17件
②私学助成幼稚園に通う満３
歳児から５歳児の保育料及び
保育の必要性の認定を受けた
園児の保護者が利用実績に応
じて支払う預かり保育料の一
部を給付した。

在園児率 ％ 61.9 58.9

　私設保育施設に入所す
る児童の保護者に対し、
助成金を支給します。

保育内容
充実事業

　私設保育施設に保育を必要
とする児童（子育てのための
施設等利用給付の対象児童を
除く。）を４か月以上入所さ
せている保護者に対し、年額
３万円を助成した。

助成件数 人 － 110 ●

　子どもを養育している
子育て世帯に対し、紙お
むつやおしりふきシート
等の日常生活用品を支給
します。

子育て日
常生活支
援事業

　児童を養育する世帯に対
し、紙おむつ又はおしりふき
等を支給した。
【支給延べ件数】
　・第１子　　　　7,911件
　・第２子　　　　5,877件
　・第３子以降  　5,847件
　・合計　　　 　19,635件

紙おむつ等の
支給件数

件 15,500 19,635

　０歳から中学校卒業ま
での入・通院の健康保険
適用医療費の自己負担分
を助成します。

子ども医
療費助成
事業

　０歳から中学校卒業までの
入・通院の健康保険適用医療
費の自己負担分を助成した。
【助成延べ件数】
　・県補助分 　 130,872件
　・市単独分 　 204,698件
　・合計    　　335,570件

医療費助成件
数

件 334,400 335,570
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　発達上何らかの心配の
ある児童とその保護者へ
の助言や相談、指導を行
います。
　また、巡回相談や研修
会等を実施し、発達障が
いの理解促進を図りま
す。

療育支援
事業

　療育相談センター「まめの
木」において、18歳未満の発
達に心配のある児童の保護者
に対して療育相談、未就学の
児童に対して個別、グループ
での経過観察及び親子サロン
を行った。
　また、出張講座・研修会等
の地域支援を実施した。

　発達に心配や障害のあ
る児童に対し、発達や成
長に合わせた必要な支援
等を行うほか、障害児相
談支援の実施や市民向け
講演会を実施します。

児童発達
支援事業

　療育支援の体制を整え、早
期療育の拡充を図った。
　また、保育所等訪問、障が
い児相談支援を実施し地域の
障がい児の通所施設の拠点と
なるよう、関係機関と連携を
図り支援の強化に取り組ん
だ。

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

子育て世帯への支援の充実



　日々の育児で自分の時
間が作れない未就学児を
持つ保護者に対し、託児
室等において一時的に子
どもを預かり、料理教室
などの講座で保護者同士
が交流する場を設けるな
ど、リフレッシュできる
機会を提供します。

子育てリ
フレッ
シュ事業

　託児による親子分離をしな
がら、保護者のリフレッシュ
や保護者の交流を図るため、
健康をテーマとした講座を実
施した。

子育てリフ
レッシュ講座
開催回数

回 4 1 ●

子育て支援セ
ンター利用者
数

人 80,000 50,237 ●

ファミリー・
サポート・セ
ンター援助活
動件数

件 2,100 3,609

託児室わたぐ
も利用件数

件 2,500 2,053 ●

子育てパス
ポートAYUCO
カード取得率

％ 74.0 85.2

商店街活性化
事業数

事業 10 6 ●

　実習材料やクラブ活動
に係る消耗品・備品の購
入費の一部を公費で負担
します。

小・中学
校保護者
負担軽減
事業

　保護者の経済的負担を軽減
するため、教育活動に必要な
教材教具に係る経費の一部を
公費で負担した。
【公費負担率】
・小学校 15.2％
・中学校 21.6％

保護者負担軽
減割合

％ 17.0 18.4

就学援助者の
就学率

％ 100.0 100.0

特別支援学級
等援助者の就
学率

％ 100.0 100.0

　幼稚園保護者会や市立
小・中学校PTA等の家庭教
育学級の開設を支援する
とともに、家庭教育に必
要な情報を提供する講演
会等を開催するなど、子
育てにいかすことができ
る情報を提供します。

家庭教育
支援事業

 　家庭教育学級を開設した。
【開設団体数】
・私立保育園　１団体
・私立幼稚園　９団体
・市立小・中学校　26団体
・私立初等学校　１団体

家庭教育支援
事業に参加し
た保護者の家
庭教育への有
効度

％ 97.3 97.6
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　子育て支援センターに
おいて、児童の健やかな
成長や家庭に対する総合
的な支援を行うほか、
「ファミリー・サポー
ト・センター事業」、
「ほっとタイムサポー
ター事業」、「こんにち
は赤ちゃん訪問事業」な
ど、多様な子育て支援を
実施します。

子育て支
援事業

①サロン室や育児相談などに
より、子育て家庭を総合的に
支援する子育て支援センター
を運営した。
②育児の相互援助活動である
ファミリー・サポート・セン
ター事業を実施した。
③産前産後の家庭にサポー
ターを派遣するほっとタイム
サポーター事業を実施した。
④生後４か月までの乳児のい
る家庭を訪問するこんにちは
赤ちゃん訪問事業を実施し
た。
⑤あつぎ市民交流プラザ託児
室を運営した。

　商店との協働により、
子育て世帯が市内店舗の
協力で割引や特典などの
サービスを受けることが
できる子育てパスポート
事業を実施します。

商業活動
振興事業

　子育てパスポートAYUCO電子
システムを構築し、利用者の
利便性向上とサポーター店舗
の利用を促進を図った。

　経済的な理由により就
学が困難な児童・生徒や
特別支援学級等に就学す
る児童・生徒の保護者に
対し、学用品費などの経
費の一部を支給します。

就学支援
事業

　経済的な理由で就学が困難
な児童・生徒の保護者に対
し、学用品費などの経費の一
部を支給した。
・就学援助費支給者数
　2,843人
・特別支援教育就学奨励費支
給者数
　378人



具体的な施策　２

主な取組　③

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　「子ども・子育て支援
法」に基づき、教育・保
育に要する費用や預かり
保育に要する費用等を認
定こども園及び給付型幼
稚園に対して支給しま
す。
　また、「子ども・子育
て支援新制度」に移行し
た認定こども園に対し、
運営に必要な経費や子ど
もの処遇向上・保育内容
充実、園の防犯対策整備
に必要な経費の一部を補
助します。

子ども・
子育て支
援新制度
事業

①新制度に移行した幼稚園及
び認定こども園に対し、施設
型給付費を支給した。
・支給施設数
　市内９園、市外30園
②新制度に移行した幼稚園及
び認定こども園に対し、一時
預かり保育の園児数に応じて
補助金を交付した。
・交付施設数
　市内９園、市外10園
③新制度に移行した認定こど
も園に対し、在籍園児以外の
未就学児童の一時預かり保育
児童数に応じて、補助金を交
付した。
・交付施設数　市内５園
④認定こども園に移行した幼
稚園または２・３号定員を増
やした認定こども園に対し、
事務に係る経費の一部を補助
した。
・交付施設数　市内７園
⑤私立幼稚園に就園する園児
の保護者に対し、就園に必要
な物品等の費用や副食費の一
部を補助した。

市内認定こど
も園数

園 7 7

市立放課後児
童クラブの入
所率

％ 90.4 91.1

地域児童クラ
ブの入所率

％ 100.0 100.0

待機児童対策
放課後児童ク
ラブの入所率

％ 100.0 100.0

　小学校の一時的余裕教
室等を活用し、地域の
方々の参画を得て、学
習、様々な体験・交流活
動及び地域住民との交流
等を行う放課後子ども教
室を運営します。

放課後子
ども教室
推進事業

　相川小学校・鳶尾小学校に
おいて、新型コロナウイルス
の感染拡大期間を除き、通年
で教室を実施した。

放課後子ども
教室実施校数

校 5 2

　本厚木駅前のアミュー
あつぎ８階の託児室を利
用し、園児を一時的に預
かり、幼稚園へ送迎する
幼稚園送迎ステーション
を運営します。

幼稚園送
迎ステー
ション事
業

　働く子育て家庭への支援と
して、アミューあつぎ８階の
託児室「わたぐも」を活用し
て幼稚園への送迎を行う幼稚
園送迎ステーション事業を実
施した。

幼稚園送迎ス
テーションの
利用登録園児
数

人 66 51
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　保護者の就労等によ
り、放課後に帰宅しても
適切な保育を受けること
ができない児童を対象
に、小学校の一時的余裕
教室等を活用し、適切な
遊びと生活の場を提供す
る放課後児童クラブを運
営します。
　また、放課後児童健全
育成事業を行う民間放課
後児童クラブに対し、補
助金を交付します。

放課後児
童対策事
業費

①市立放課後児童クラブ（市
立小学校区23か所）を運営し
た。
②放課後児童健全育成事業を
行う民間放課後児童クラブ
（地域児童クラブ）及び待機
児童解消のための民間児童ク
ラブに対し、補助金を交付し
た。

妊娠から出産、子育て期にわたる支援を充実する

子育て環境の充実



幼稚園教諭奨
学金返済助成
金支給者数

人 4 9

幼稚園教諭転
入奨励助成金
支給者数

人 2 2

幼稚園教諭復
職等奨励助成
金支給者数

人 1 1

認可保育所入
所児童数

人 2,828 2,950

小規模保育施
設入所児童数

人 197 240

　老朽化が進む市立保育
所について、配慮が必要
な児童の受入れを進める
ための高度なバリアフ
リー化を取り入れるほ
か、災害時等における緊
急的な保育の拠点となる
施設として整備します。

市立保育
所整備事
業

　令和３年度は主な取組はな
し（整備予定：令和５年度）

市立保育所再
整備数

施設 － －

　施設の安全面、機能面
を強化し、安心した保育
環境を実現するため、老
朽化した認可保育所の建
て替え、改修等の施設整
備に要する費用の一部を
補助します。

民間保育
施設整備
事業

　令和３年度は主な取組はな
し（整備予定：令和５年度）

認可保育所・
小規模保育施
設整備数

施設 － －

　子育てに共通の意識を
持つ保護者が、育児に対
する知識や技術を高め合
いながら共同保育を実施
する自主保育グループに
対し、運営費の一部を補
助します。

コミュニ
ティ保育
推進事業
補助事業

　地域の保護者による自主的
な共同保育を実施しているグ
ループに対し、補助金を交付
した。
・補助施設数 ３施設
※交付要件を満たした施設は
３施設

コミュニティ
保育グループ
数

グループ 3 3

奨学金返済助
成金支給者数

人 20 15

転入奨励助成
金支給者数

人 3 0

復職等奨励助
成金支給者数

人 3 5
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　市内の私立幼稚園に就
職又は勤務する方に対
し、奨学金を利用して幼
稚園教諭の資格を取得し
た方の奨学金の返済費用
の一部を助成するほか、
市外からの転入費用の一
部を助成するとともに、
幼稚園教諭有資格者の復
職等に対し、奨励助成金
を交付します。

幼稚園教
諭確保助
成事業

　幼稚園教諭の確保、定着及
び離職防止のため、奨学金を
利用して幼稚園教諭の資格を
取得し、市内の私立幼稚園に
勤務する幼稚園教諭に対し、
返済金額の一部を助成した。
また、市外からの転入者や復
職した者に対して、費用の一
部を助成した。

　新たな保育人材の確保
等のため、市内の私立保
育施設に勤務する方に対
し、助成金を支給するほ
か、保育施設を運営する
法人に対し、保育人材を
雇用するための費用の一
部を助成します。

保育内容
充実事業

　保育が必要な児童に対して
適切な処遇を図るため、届出
保育施設、民間保育所及び地
域型保育事業所を有する社会
福祉法人等に運営費補助金等
を交付した。

　市内の私立保育施設に
就職又は勤務する方に対
し、奨学金を利用して保
育士の資格を取得した方
の奨学金の返済費用の一
部を助成するほか、市外
からの転入費用の一部を
助成するとともに、保育
士有資格者の復職等に対
し、奨励助成金を交付し
ます。

保育士確
保助成事
業

　市内の私立保育所等に就労
した潜在保育士等に対し、助
成金を交付した。
①奨学金返済助成金　15件
②転入奨励助成金　　０件
③復職等奨励助成金　５件



子育て支援セ
ンター利用者
数

人 80,000 50,237 ●

ファミリー・
サポート・セ
ンター援助活
動件数

件 2,100 3,609

託児室わたぐ
も利用件数

件 2,500 2,053 ●
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　子育て支援センターに
おいて、児童の健やかな
成長や家庭に対する総合
的な支援を行うほか、
「ファミリー・サポー
ト・センター事業」、
「ほっとタイムサポー
ター事業」、「こんにち
は赤ちゃん訪問事業」な
ど、多様な子育て支援を
実施します。

子育て支
援事業

①サロン室や育児相談等によ
り、子育て家庭を総合的に支
援する子育て支援センターを
運営した。
②育児の相互援助活動である
ファミリー・サポート・セン
ター事業を実施した。
③産前産後の家庭にサポー
ターを派遣するほっとタイム
サポーター事業を実施した。
④生後４か月までの乳児のい
る家庭を訪問するこんにちは
赤ちゃん訪問事業を実施し
た。
⑤あつぎ市民交流プラザ託児
室を運営した。



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

「英語の授業
で学習したこ
とは、将来、
社会に出たと
きに役に立つ
と思う」と答
えた児童・生
徒の割合

％ － 91.7

「ALTとの授業
は楽しい」と
答えた児童・
生徒の割合

％ － 93.3

「英語でコ
ミュニケー
ションをとる
のは楽しい」
と答えた児童
の割合

％ 95.0 79.6

「児童の中学
校に対する不
安を和らげる
ことができ
た」と思う学
校の割合

％ 80.0 83.3

全国学力・学
習状況調査の
全国平均正答
率との比較ポ
イントの伸び

ポイント 2.7 2.8

　各校の重要課題や新た
な課題等への対応、地域
人材を有効に活用した特
色ある学校づくりや教育
の資質向上に関する研究
活動を推進するため、全
市立小・中学校に交付金
を交付します。

教育研
修・活動
助成事業

　より良い教育活動の実践や
特色ある学校づくりを推進す
るための必要経費や研究活動
費に対し、市立全小・中学校
に交付金を交付した。

地域人材や講
師などが児
童・生徒１人
に対して関わ
る人数

人 2.1 1.1 ●

　科学への興味・関心を
高め、理科好きな児童・
生徒の育成を図るため、
こども科学賞や企業・大
学と連携した「おもしろ
理科教室」等を実施しま
す。

SEL教育基
金事業

①こども科学賞の作品展示及
び授賞式を実施した。
②市立小学校において、「お
もしろ理科教室」を大学及び
企業の協力を得て実施した。
・実施回数　　17回
・協力大学数　２校
・協力企業数　３社

こども科学賞
展示会の満足
度

％ 99.1 99.3
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　全市立小・中学校に外
国語指導助手（ALT）を配
置し、英語によるコミュ
ニケーション活動を充実
させるとともに、他国の
文化を学ぶ機会を提供し
ます。

英語教育
推進事業

①市立全小・中学校に、英語
を母語とする外国語指導助手
を配置した。
【配置人数】
　12人
【配置日数】
・小学校　1,545日
・中学校　330日
②「AKG（あつぎキッズガイ
ド）プロジェクト」を開催し
た。
・参加者数　25人

子どもたちの夢をかなえる教育プログラムを推進する

魅力ある教育環境の充実

　中学校区において、
小・中学校９年間を見通
した効果的な教育課程編
成及び指導方法の工夫改
善の研究や、学力向上に
つながる研修を実施しま
す。
　また、児童の中学校に
対する不安を和らげるた
めに行う、教員の小・中
学校での授業の兼務を円
滑にするため、中学校に
非常勤講師を派遣しま
す。

小中一貫
教育推進
事業

①児童・生徒の学力向上に向
け、市立全小・中学校を対象
に、同一中学校区にある小・
中学校を研究グループとし
て、研究を行った。
②中学校教員の小・中学校で
の授業の兼務を円滑に行うた
め、中学校に非常勤講師を配
置した。
【配置人数】
　２人



　安全な教育環境づくり
に取り組んでいると認め
られた学校に与えられる
インターナショナルセー
フスクールの考え方や手
法を用い、児童・生徒が
より安心・安全に過ごせ
る学校づくりを支援しま
す。

インター
ナショナ
ルセーフ
スクール
推進事業

　日本セーフコミュニティ推
進機構による指導助言
・清水小、妻田小、睦合東中
　　　　　　　　　年２回

インターナ
ショナルセー
フスクール認
証取得回数
（累計）

回

清水小４
妻田小１
睦合東中

２

清水小４
妻田小１
睦合東中

２

プロジェクト
チームの指導
により問題行
動等が解消・
改善した割合

％ 42.9 60.0

定期的な学校
訪問が、問題
行動の未然防
止に向けた児
童・生徒指導
の充実に効果
があったと評
価する学校の
割合

％ － 97.2

「学力ステッ
プアップ支援
員との協働に
より、基礎
的・基本的な
学習の定着や
学力向上につ
ながるような
授業展開がで
きた」と思う
教員の割合

％ － 98.9

「先生と支援
員がいること
で、学習が分
かりやすく、
意欲的に取り
組める」と思
う児童・生徒
の割合

％ 89.1 95.3

「生徒の学習
意欲が向上し
た」と感じる
学校の割合

％ 92.0 98.1

「生徒の生活
態度が向上し
た」と感じる
学校の割合

％ 98.5 100.0

「児童の学習
意欲が向上し
た」と感じる
学校の割合

％ 92.0 97.5

「児童の生活
態度が向上し
た」と感じる
学校の割合

％ 98.5 96.4
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①児童・生徒の問題行動を解
決するため、市立小・中学校
への定期訪問を行った。
【訪問回数】
・小学校70回
・中学校41回
②プロジェクトチームによる
会議を開催した。
【開催回数】
・小学校　３校　４回
・中学校　１校　１回

　いじめ、暴力行為等の
問題行動や学校を取り巻
く課題に適切に対応する
ため、関係機関と連携し
たプロジェクトチームを
組織し、学校への効果的
かつ機能的な支援の充実
を図ります。

学校支援
プロジェ
クト推進
事業

　児童指導担当教員等が
「チーム支援」の核とな
り、不登校やいじめ、問
題行動等を未然に防止
し、早期発見することが
できるよう、非常勤講師
を派遣します。

小学校児
童支援推
進事業

　不登校やいじめ、問題行動
などに対してきめ細かな対応
ができるように、小学校に非
常勤講師を派遣した。
・派遣者数 15人

　児童・生徒の「確かな
学力」の向上を図るた
め、基礎的・基本的な学
習内容の確実な定着を通
して、学ぶ意欲を育てる
ため、全市立小・中学校
に学力ステップアップ支
援員を配置します。

学力ス
テップ
アップ推
進事業

　充実した教育活動を推進す
るため、支援員を配置して学
習支援を行った。
【配置人数】
・小学校　42人
・中学校　32人（延べ人数）

　学校の実態に応じて少
人数の学級を編制し、生
徒一人一人に対してきめ
細かな指導を行うため、
非常勤講師を派遣しま
す。

中学校少
人数学級
実施事業

　生徒一人一人に対してきめ
細かな指導を行うことができ
るように、中学校に非常勤講
師を派遣した。
・派遣者数　３人
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【基本目標　４】

誰もが安心して自分らしく生き生き
と暮らせるまちをつくる

～転出抑制～



基本目標　４

具体的な施策　１

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　地域包括支援センター
において、地域の高齢者
の心身の状況や生活の実
態、必要な支援などを幅
広く把握し、適切な保
健・医療・福祉サービス
や関係機関、制度の利用
につなげるなどの支援を
行います。

地域包括
支援セン
ター運営
事業【介
護保険事
業特別会
計】

　市内10か所の地域包括支援
センターに業務委託し、地域
の高齢者の相談を受け、心身
の状況や生活の実態を把握
し、相談内容に応じた的確な
サービス等に関する情報提供
や関係機関の紹介等を行っ
た。

地域包括支援
センターにお
ける総合相談
件数

件 36,000 51,173

地域包括ケア
連携センター
における相談
件数

件 154 191

多職種研修会
参加者の満足
（理解）度

％ 90.0 97.0

　市内の診療所等を始め
とする「かかりつけ医」
を中心とした医療機関に
おいて、メタボリックシ
ンドローム（内臓脂肪症
候群）の該当者及び予備
群を早期発見するための
特定健康診査を実施する
とともに、人間ドックの
受診費用の一部を助成し
ます。

特定健康
診査等事
業【国民
健康保険
事業特別
会計】

➀健診実施医療機関75箇所に
おいて、特定健康診査を実施
した。
・対象者数  31,752人
（R4.6.22現在法定報告・受診
率32.7％）
・委託医療機関受診者数
　9,948人
➁人間ドック受診希望者に対
し費用の一部を助成した。
・20～39歳助成額25,000円
　52人
・40～74歳助成額20,000円
　1,407人
③職場健診情報提供者
　123人

特定健康診査
の受診率

％ 36.3

32.7
(R4.6.22
現在速報
値・12月
頃確定)

●

休日夜間急患
診療所開設日
数

日 365 365

休日歯科診療
開設日数

日 72 72

「あつぎ健康
相談ダイヤル
24」による不
要不急な救急
医療の抑制割
合

％ 55.0 58.5
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誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

市民の健康保持増進

　重度な要介護状態で
あっても、障がいがあっ
ても、一人暮らしでも、
誰もが住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることが
できる地域包括ケア社会
の実現を目指します。

在宅医
療・介
護・生活
支援推進
事業【介
護保険事
業特別会
計】

①地域包括ケア連携センター
を設置し、在宅医療・介護連
携及び生活支援に関する相談
業務を行った。
②厚木市地域包括ケア推進会
議を開催し、専門的な視点か
ら各種取組の研究・検討を
行った。
・会議開催　３回
③多職種研修会や市民講演会
を行い、地域包括ケア社会の
実現に向け啓発活動を行っ
た。
・多職種研修会　全10回

　休日・夜間における救
急医療体制を確保すると
ともに、24時間体制で健
康相談や医療機関情報等
の提供を行う「あつぎ健
康相談ダイヤル24」を実
施します。

救急医療
事業

①休日夜間急患診療所、病院
群輪番制病院及び休日歯科診
療の開設等により、救急医療
体制を確保した。
②あつぎ健康相談ダイヤル24
の実施により、安心・安全な
医療環境を提供した。



　日常生活で運動する機
会の少ない障がい者、障
がい児及び高齢者を対象
に、水浴訓練室の開放や
健康づくり教室等を実施
します。

健康スイ
ミング事
業

　新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、事業を全面中
止した。

健康スイミン
グ事業参加者
数

人 6,800 0 ●

健康あつぎ推
進リーダーに
よる講座の参
加者数

人 454 21 ●

地区食育推進
事業参加者数

人 250 57 ●

あゆコロちゃ
んGENKIポイン
ト参加者数

人 3,800 3,652

　予防接種法に基づく子
どもの定期予防接種を実
施するとともに、任意予
防接種の費用を助成しま
す。

子ども予
防事業

①定期予防接種の実施
・接種件数　36,110件（全医
師会委託分＋行政区域外接種
分）
②任意予防接種
・風疹一部助成　146件
・季節性インフルエンザ
　16,385件
③骨髄移植等に対する一部助
成　３件

子ども定期予
防接種率（子
宮頸がんを除
く）

％ 90.0 89.8

　高齢者を対象として、
肺炎球菌ワクチン予防接
種及びインフルエンザ予
防接種を実施します。

予防事業

①高齢者インフルエンザ予防
接種を実施した。
・接種者数　29,759人
②高齢者肺炎球菌ワクチン予
防接種を実施した。
・接種者数　990人

高齢者インフ
ルエンザ予防
接種率

％ 44.2 51.0

がん検診の受
診率

％ 24.5 22.8 ●

がん集団検診
の受診者数

人 9,000 8,561 ●

歯科健康診査
の受診者数

人 6,600 5,987 ●
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　健康あつぎ推進リー
ダー等の養成や食育推進
事業など、健康増進と食
育推進を図る各種事業を
実施します。
　また、各種健診・検診
の受診及び健康・食育関
連事業への参加者等へポ
イントを付与し、特典を
贈呈する「あゆコロちゃ
んGENKIポイント事業」を
実施します。

健康づく
り事業

①新あつぎ市民健康体操指導
員等による体操指導を開催し
た。
・開催回数　６回
・参加者数　88人
②健康あつぎ推進リーダーに
よる健康講座を開催した。
・開催回数　２回
・参加者数　21人
③食生活改善推進員養成講座
を開催した。
・開催回数 １コース（９回）
・参加者数 12人
④食生活改善推進員育成研修
会を開催した。
・開催回数　２回
・参加者数　32人
⑤地区食育推進事業
・実施回数　５回
・参加者数　57人
⑥各種健診・検診の受診、
ウォーキング、市等主催の健
康・食育関連事業への参加、
健康・食育等に関する個人目
標への取組等によりポイント
を付与し、抽選で特典が当た
る「あゆコロちゃんGENKIポイ
ント事業」を実施した。
・参加延べ人数　15,702人

　がん検診・健康診査・
歯科健診・骨粗しょう症
検診等の検診事業、健康
教育・健康相談・訪問指
導等の健康増進事業及び
いのちのサポート相談等
の自殺対策事業を実施し
ます。

健康増進
事業

①がん検診を実施
・受診者数　73,746 人
②成人歯科健康診査を実施
・受診者数　5,987人
③成人眼科健康診査を実施
・受診者数　93 人
④骨粗しょう症検診を実施
・受診者数　170 人
⑤いのちのサポート相談を実
施
・実施回数　13 回
・相談件数　20 件



　「健康度見える化コー
ナー（未病センター）」
において、利用者自身に
よる各種健康機器を使っ
た継続的な健康度チェッ
クを可能にするととも
に、専門職による健康に
関する相談又は助言を行
います。

未病施策
事業

①利用者自身による各種健康
機器を使用した健康チェック
の実施
②専門職による健康相談の実
施

未病センター
利用者数

人 6,200 1,810 ●

スポーツ行事
の参加者数

人 16,766 6,258 ●

講師派遣事業
の参加者数

人 1,275 66 ●

あつぎスポー
ツアカデミー
参加者アン
ケートの総合
的な満足度に
おいて「とて
も満足」及び
「やや満足」
と回答した人
の割合

％ － 98.0
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　誰でも気軽にニュース
ポーツを体験できる「ス
ポーツなじみDAY」等を開
催するとともに、公益財
団法人厚木市スポーツ協
会に対し補助金を交付
し、スポーツ教室の開催
やジュニアの育成等を行
います。
　また、日本体育大学と
の連携により、幼児から
高齢者まで幅広い世代の
体力向上や健康増進を図
る事業を実施します。

市民ス
ポーツ推
進事業

①「スポーツなじみＤＡＹ」
は中止となった。
②（公財）厚木市スポーツ協
会が行うスポーツ推進事業に
対し、補助金を交付した。
・競技別市民選手権大会（９
大会）　1,048人
・スポーツ大会（６大会）
　2,810人
・スポーツ教室等（13教室）
　655人
・指導者養成事業　1,138人
・選手育成強化事業　607人
③日本体育大学等との連携に
より、市民の体力向上や健康
増進を図る事業を開催した。
【参加者数】
・新型コロナウイル感染防止
対策研修会　 66人
④（公財）厚木市スポーツ協
会が行う、あつぎスポーツア
カデミー事業に対し補助金を
交付した。
【参加者数】
・スポーツアカデミー
　398人

※新型コロナウイルス感染症
の影響により、多くの事業が
中止・一部中止・変更をし
た。



具体的な施策　１

主な取組　②

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　高齢者の就業機会の拡
大を図る厚木市シルバー
人材センターの運営費を
補助します。また、関係
機関の連携を強化し、高
齢者の多様な就労ニーズ
に対応した仕組みを構築
します。

高齢者生
きがい就
労事業

①シルバー人材センターの運営費
に対し、補助金を交付した。
②高齢者の多様な就労ニーズに対
応するため、業務開拓委員会によ
る受注拡大、事務局による入会説
明会の回数増加、研修会の充実に
よる会員資質向上を図った。
③会費や就業体制の見直しを図
り、退会抑制に努めた。

シルバー人材
センター会員
数

人 1,160 1,015

　高齢者の生きがいづく
りや健康づくり等を推進
している厚木市老人クラ
ブ連合会の運営費を補助
します。

老人クラ
ブ指導育
成事業

　運営事業補助金を交付した。な
お、コロナ禍の影響により事業の
中止や延期を余儀なくされ、期待
する活動実績を得ることができな
かった。

老人クラブ加
入者

人 4,021 3,878

　誰もが気軽に立ち寄る
ことができ、交流の場と
しての機能を備え、科学
を始めとした学びや体験
機能が充実した施設を整
備します。

（仮称）
未来館整
備事業

①（仮称）未来館における展示及
び事業・運営に関する計画の作成
と、それに伴う内装、展示及び設
備の基本設計業務を委託する事業
者を、公募型プロポーザル方式に
て選定した。
②市庁舎機能、図書館機能、（仮
称）未来館機能から構成される連
携サービスの導入について、検討
を進めた。

（仮称）未来
館整備に向け
た進捗状況

－
建築与件

検討
基本設計
業者選定

　外国籍市民が、地域の
構成員として共に暮らす
社会をつくるため、日本
語教室やインターナショ
ナルティーサロンを開催
し、多文化共生の推進を
図ります。

多文化共
生交流事
業

①厚木市外国籍市民交流委員会会
議を開催した。
・開催回数　１回
②日本語教室を開催した。
・開催回数　52回
・参加者数　延べ208人
③新型コロナウイルス感染症の影
響により、インターナショナル
ティーサロンを中止した。
④スペイン語の通訳ボランティア
を設置した。
・毎週１回２時間

日本語教室参
加者数

人 5,179 208 ●

　「市民文化祭」、「市
民芸術祭」、「野外彫刻
造形展」及び「あつぎ
ミュージックフェスティ
バル」を開催することに
より、市民による多様な
文化芸術活動を推進しま
す。

あつぎ市
民芸術文
化祭開催
事業

　新型コロナウイルス感染症の影
響により、予定していた各事業を
中止としたが、次のとおり、作品
展示やオンライン配信などを活用
し、事業のＰＲを行った。
①市民文化祭
　一部の催し（文化作品展）のみ
無観客及び後日オンライン配信の
形で実施した。
②野外彫刻造形展
　あつぎロードギャラリー等での
作品展示や出展予定者の作品の制
作過程をオンライン配信した。
③ミュージックフェスティバル
　歴代入賞者らが出演する無料オ
ンライン配信ライブを実施した。
※市民芸術祭については、練習の
み実施

文化芸術事業
の参加者数

人 4,729 0 ●
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誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

学ぶ場と活躍の場の創出



　市民が講師となり自主
的に講座の企画・運営を
行う「輝き厚木塾」を実
施するとともに、市内高
等学校における「リカレ
ント学習講座」を実施し
ます。

生涯学習
振興事業

①輝き厚木塾
新型コロナウイルス感染症の
影響により、多くの学習講座
が中止となる中、10月から１
月までの講座期間で輝き厚木
塾後期講座のみを開催した。
・68講座　549人
②リカレント学習講座
新型コロナウイルス感染症の
影響で中止した。
③出前講座
申請時に感染対策を確認した
上で講師を派遣した。
・10講座　155人

輝き厚木塾及
びリカレント
学習講座の受
講者数

人 1,861 549 ●

　市内５大学との包括協
定に基づく各大学の特徴
をいかした教養科目や市
の施策・概要等を学ぶ協
働科目、市内企業の技術
や取組を学ぶ企業科目を
実施するとともに、市民
活動を始めるための実践
科目等を実施します。

あつぎ協
働大学開
設事業

　新型コロナウイルス感染症
の影響で規模を縮小し、オン
ラインで開催した。
・12講座　186人

あつぎ協働大
学受講者のう
ち、講義全体
の評価として
「とても満
足」、「満
足」と答えた
人の割合

％ 93.3 89.4

　各公民館において、各
種学級・講座を開設する
とともに、文化振興事
業、公民館まつり事業、
コミュニティ推進事業及
びスポーツ・レクリエー
ション推進事業を実施し
ます。

公民館活
動事業

　各公民館において、社会教
育法第20条及び第22条の規定
に基づく各種学級・講座を開
設するとともに、文化振興事
業、コミュニティ事業、ス
ポーツ及びレクリエーション
推進事業を実施した。

学級・講座の
満足度

％ 70.1 74.7

厚木北公民館
整備の進捗状
況

－ 用地取得
事務所移

転
解体工事

睦合南公民館
整備の進捗状
況

－ －
検討・協

議
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　学習ニーズの多様化へ
の対応及び地域コミュニ
ティの活性化を図るた
め、生涯学習や地域コ
ミュニティ活動の拠点施
設となる公民館を整備し
ます。

公民館整
備事業

　解体工事に伴い仮事務所に
事務所機能を移転させ、近隣
の皆様や地元自治会の御協力
をいただき、予定通りに解体
工事を終了することができ
た。
　また、新築設計に向けて、
地盤調査と敷地測量を行っ
た。
　睦合南公民館については、
現地を含め、建設候補地につ
いて公民館や地元の方と調整
した。



普及公演鑑賞
者数

人 8,678 3,105 ●

体験講座参加
者数

人 320 0 ●

郷土芸能団体
新規加入者数

人 20 4 ●

　歴史、民俗及び自然に
関する資料を収集し、調
査研究の成果を資料とし
て後世に残すとともに、
展示会や講座を通して市
民に公開します。

あつぎ郷
土博物館
活動推進
事業

①展示会を開催した。
・特別展示　１回
・企画展示　３回
②各種講座を開催した。
・展示会関連講座　１回
・その他講座　18回
・出前講座　15回（小学校10
校含む）
③基本展示室内展示替えを実
施　１回

あつぎ郷土博
物館の入館者
数

人 20,000 19,228 ●

新たな図書館
整備に向けた
進捗状況

－ 設計準備 基本設計

ICタグ導入に
向けた進捗状
況

－ － 調達検討
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　「郷土芸能まつり」や
「郷土芸能普及公演」な
ど、郷土芸能の鑑賞の場
を数多く提供するととも
に、後継者育成のための
体験講座や郷土芸能学校
を開催します。

郷土芸能
事業

　新型コロナウイルス感染症
の拡大に伴い、次のとおりの
対応とした。
【中止した事業】
・第19回郷土芸能まつり
・郷土芸能出前体験教室
・あつぎ郷土博物館特別公演
【延期した事業】
・郷土芸能学校「相模人形芝
居」
【一部実施形態を変更した事
業】
・郷土芸能普及公演
【代替として実施した事業】
・中央図書館相模人形芝居特
別展示
　場所　厚木市中央図書館
　期間　Ｒ３.12.３～12.26
・相模人形芝居特別公演オン
ライン
　場所　厚木市YouTubeチャン
ネル「あつぎ文化芸術・生涯
学習発信チャンネル」
　期間　Ｒ４.３.15～

　市民の学び、成長、楽
しみに役立つ情報拠点と
なる新中央図書館を整備
します。

図書館整
備事業

　基本設計業務の契約に基づ
き、設計条件の整理やプラン
ニングの検討を行った。
　また、厚木市複合施設交流
機能基本設計に係るアドバイ
ザリー業務委託の契約を締結
し、基本設計業務の支援や各
施設連携サービス導入の検討
を行った。



具体的な施策　１

主な取組　③

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　自治会長と市長とのま
ちづくりフリートークや
子育てコミュニティトー
ク、市長の移動談話室等
を実施し、市民ニーズを
的確に把握するととも
に、市民協働によるまち
づくりを推進します。

市民対話
事業

①自治会長と市長とのまちづ
くりフリートークを書面開催
しました。
・意見数　79件
②子育てコミュニティートー
クを開催した。
・出席者数　34人
・テーマ数　２件

市民対話等要
望対応率

％ 74.7 82.3

「まちのコイ
ン」ユーザー
登録者数（総
数）

人 1,000 1,720

「まちのコイ
ン」スポット
登録数（総
数）

か所 30 54

「まちのコイ
ン」ユーザー
アンケートで
「SDGsがよく
理解できた」
と答えた人の
割合

％ － 90.7

　「厚木市市民協働推進
条例」に基づく施策及び
取組を行うとともに、市
民活動団体との協働によ
り、地域課題の解決を目
指す市民協働提案事業を
実施します。

市民協働
推進事業

　市民協働提案事業を実施し
た。
・市民提案型事業実施件数
　４事業
・行政提案型事業実施件数
　１事業
・令和４年度実施事業認定
　件数　３事業

市民協働提案
事業の実施件
数

件 4 5 ●

　各地区地域づくり推進
委員会の活動を支援する
ための補助金を交付する
とともに、「厚木市自治
基本条例」に規定する地
区市民自治推進組織の活
動を支援します。
　また、「あつぎ市民ふ
れあい都市宣言」を啓発
するため、啓発物品の配
布や各種事業に都市宣言
の趣旨を反映させる活動
等を行います。

コミュニ
ティ推進
事業

　地域の特性を生かし、活力
ある地域づくりを目指した諸
事業を展開する15地区の地域
づくり推進委員会に対し、補
助金を交付した。
　また、あつぎ市民ふれあい
都市宣言の啓発物品（ウェッ
トティッシュ）を窓口等で配
布するとともに、市ホーム
ページや本厚木駅前のデジタ
ルサイネージを活用し、広く
市民に周知した。

自治会やボラ
ンティア等と
の協働によ
り、よりよい
まちづくりが
進んでいると
思う市民の割
合

％ 40.9 46.4

　市民活動団体等に対
し、活動拠点や交流の場
を提供するとともに、活
動支援や人材育成を行い
ます。

市民活動
推進事業

①ボランティア相談を実施
・相談件数　20件
②ボランティア講座を開催
・講座開催回数　３回
③市民活動補償制度を運用
・対象事故件数　４件
④ボランティア団体及び市民
活動団体に対し、補助金を交
付
・交付団体数　７団体

ボランティア
や市民活動へ
の参加の意欲
が高まった人
の割合

％ － 100.0
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市民協働の更なる推進

誰もが生き生きと活躍できる場を創出する

　神奈川県が開発したス
マートフォンアプリを活
用し、SDGsつながりポイ
ント事業として「まちの
コイン」を実施するな
ど、SDGsの取組を身近に
感じられる事業を展開し
ます。

SDGｓ推進
事業

　SDGsつながりポイント事業
「まちのコイン」の令和３年
度実績として、登録ユーザー
数が1,720人と、目標を200人
以上上回る登録者数を達成す
ることができた。
　また、一部利用者に対して
実施したアンケート結果から
は、SDGsの理解が進んだと回
答された方が90％以上に上る
など、本事業により、市民が
SDGsの取組を身近に感じられ
るようになっていきている。



具体的な施策　２

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　大規模災害発生時にお
ける被害を最小限に抑
え、市民の生命、身体及
び財産を保護するため、
震度分布図、液状化分布
図、最新の土砂災害警戒
区域、洪水浸水想定区域
を反映したオールハザー
ドマップを作成し、全戸
配布します。

オールハ
ザード
マップ等
作成事業

　様々な災害リスクの把握
や、状況に応じた防災対策に
つながるオールハザードマッ
プを作成し、全戸配布した。

オールハザー
ドマップの作
成・配布

－ 作成準備
作成・配

布

　地震被害想定調査結果
等を基に、各地区の災害
リスクを洗い出すととも
に、その対応策をまとめ
た地区別防災マップを市
民と協働で作成します。

地区別防
災マップ
作成事業

　市民の皆様との協働によ
り、市内15地区の災害リスク
や課題、対応策をまとめた地
区別防災マップを作成した。

地区別防災
マップの作成

－ 作成
作成

（完了）

　「自分たちのまちは自
分たちで守る」を合言葉
に活動する自主防災隊及
び避難所運営委員会の育
成・強化を図るため、防
災資機材等取扱研修会及
び市民防災研修会を開催
します。

地域防災
力強化事
業

　自主防災組織リーダー等研
修会を実施した。

地域防災リー
ダー等の講習
会参加者数

人 983 17 ●

防災訓練参加
者数

人 14,711 3,358 ●

防災講習会受
講者数・震度
体験者数

人 5,486 930 ●

　県による崩壊対策工事
の対象外となっている地
域において、急傾斜地等
の崩壊から市民の生命、
財産を守るため、崩壊防
止対策工事費等の一部を
補助します。

急傾斜地
安全対策
事業

　急傾斜地等の崩壊から市民
の生命、財産を守るため、崩
壊防止対策工事費の一部を助
成した。

相談件数に対
する崩壊防止
対策工事実施
率

％ 40.0 50.0

　地震等の災害により想
定される被害を軽減する
とともに、「災害に強い
まちづくり」を実現する
ため、過去の災害から学
んだ教訓や対策等を計画
に反映させ、現状に即し
た計画として改定しま
す。

地域防災
計画改定
事業

　令和４年度に改定予定
地域防災計画
の改定

－ － －
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　大規模な自然災害の発
生に備え、市民一人一人
の防災意識の高揚を図
り、災害対応力を高める
ため、総合防災訓練や防
災講習会、地震体験車に
よる震度体験等を実施す
るとともに、啓発用パン
フレット等を配布しま
す。

総合防災
訓練等事
業

①起震車による震度体験や防
災講話を実施した。
②啓発用パンフレットの購入
し配布した。

市民生活における安心・安全の向上を図る

防災・減災対策の充実・強化



　防災行政無線を補完す
る防災ラジオの購入を希
望する市民に対し、有償
配布を行います。

新型防災
ラジオ整
備事業

　市民や団体等に対する、防
災ラジオの優勝配布を行っ
た。

新型防災ラジ
オ配布台数
（2016-2023年
度累計）

台 3,059 3,566

　頻発化・激甚化する風
水害や切迫する大規模地
震への対策など、多様化
する災害に対応した都市
づくりを推進するため、
防災・減災及び復興事前
準備の方針と取組を示す
「厚木市防災都市づくり
計画」を策定します。

防災都市
づくり計
画策定事
業

　防災都市づくり計画の策定
に向けて、地震や風水害、土
砂災害等に対する本市の現状
及び課題について整理すると
ともに、防災都市づくりの基
本方針及び防災・減災の具体
的な施策等について検討し
た。

防災都市づく
り計画の策定

－ － 検討

　災害リスクの高いハ
ザードエリアからの移転
等を希望する市民に対
し、除却費等の一部を補
助します。
　また、「厚木市コンパ
クト・プラス・ネット
ワーク推進計画」に定め
る居住誘導区域内に移転
する市民に対し、移転費
等の一部を補助します。

コンパク
ト・プラ
ス・ネッ
トワーク
推進事業

　災害リスクの高いハザード
エリアからの住宅の移転に係
る補助制度を創設し、チラシ
の配布や広報紙への掲載等に
より周知を図った。また、事
業の実効性を高めるため、ハ
ザードエリア内に居住する方
を対象としたアンケート調査
を実施した。

危険住宅移転
件数

件 － 0

　局地的集中豪雨による
都市機能等への影響を及
ぼす浸水被害の最小化を
図るため、本厚木駅周辺
に雨水貯留管を整備しま
す。

公共下水
道厚木排
水区浸水
被害軽減
事業【公
共下水道
事業会
計】

　厚木排水区浸水被害軽減総
合計画に基づく貯留管整備を
継続して実施した。

雨水貯留施設
（北地区）整
備の進捗状況

－ 工事 工事

　浸水被害が発生してい
る箇所の雨水管整備を進
め、浸水被害の解消を図
ります。

公共下水
道浸水対
策事業
【公共下
水道事業
会計】

　恩名３丁目、三田、岡田５
丁目地内において３件の雨水
管整備工事を発注した。

浸水対策工事
件数

件 1 3

氾濫危険水位
設定箇所数

か所 － 4

維持管理計画
作成河川数

河川 － 1
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　市民が的確な避難行動
を選択することができる
よう、準用河川における
氾濫危険水位等を設定し
ます。
　また、治水対策とし
て、流下能力等の機能を
保全するため、河川施設
や河床整理に関する実施
計画を作成します。

準用河川
安全対策
事業

　避難指示の発令判断や避難
判断の目安となるよう、水防
法により１級河川、２級河川
で指定される氾濫危険水位の
設定方法と同じ考え方のも
と、相当する水位として「氾
濫危険相当水位」等を設定
し、その一部を市HPにて公開
を開始した。
　また、厚木市河川等施設維
持管理方針及びその実施計画
である準用河川恩曽川維持管
理計画を策定し、市HPにて公
開を開始した。



消防団員装備
品改善率

％ － 18.0

大規模災害サ
ポート隊隊員
数

人 72 61

相川分署整備
の進捗状況

－ 杭工事
建設・解
体工事

南毛利分署整
備の進捗状況

－ 杭工事
建設・解
体設計

睦合分署消防
訓練場整備の
進捗状況

－ －
測量業

務・実施
設計

高圧容器（空
気ボンベ）更
新整備本数

本 25 25

陽圧式化学防
護服整備着数

着 4 4

消防用ホース
更新整備本数

本 30 50
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　地域防災力の中核とし
て活動する消防団員の活
動環境の充実を図るた
め、安全装備品等を整備
します。
　また、消防活動を後方
から支援する厚木市大規
模災害サポート隊の充実
を図ります。

消防団活
性化事業

①消防団員装備品の改善及び
消防団安全装備品の整備を
行った。
・活動服　71個
・防火衣　35着
②大規模災害サポート隊の体
制の充実を図った。
・隊員数　61人
　（令和４年３月31日現在）

　消防・防災拠点である
消防庁舎機能の充実を図
るため、施設の整備及び
改修を行います。

消防庁舎
整備事業

①相川分署新築事業（継続
費）、相川分署新築事業、相
川分署解体事業（継続費）
・相川分署の新築移転が完了
した。
・旧相川分署の解体工事に着
手した。
②南毛利分署新築事業（継続
費）、南毛利分署新築事業
・南毛利分署の新築移転が完
了した。
・旧南毛利分署の解体工事実
施設計が完了した。
③睦合分署消防訓練場整備事
業
・測量及び実施設計が完了し
た。

　複雑多様化、大規模化
する災害に的確に対応す
るため、消防資器材を計
画的に整備し、消防力の
充実・強化を図ります。
　また、ウイルスやテロ
災害等に対応するための
特殊災害資器材を整備
し、市民の安心・安全を
確保します。

消防資器
材整備事
業

　あらゆる災害に迅速・的確
に対応するため、関係機関と
の実践的かつ広域的な連携訓
練を実施するとともに、消防
資器材を計画的に整備し、消
防力の強化を図った。



具体的な施策　２

主な取組　②

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　市民生活における様々
な悩みや問題を解決に導
くため、市民相談員や市
職員が相談に応じる一般
相談のほか、弁護士や税
理士等の専門家による特
別相談を実施します。

市民相談
事業

①一般相談を実施した。
・相談件数 2,166件
②11項目の特別相談を実施し
た。
・相談件数 742件

市民相談受理
件数

件 2,700 2,908

刑法犯認知件
数（暦年）

件 1,054 1,131

青色回転灯搭
載車（青パ
ト）台数

台 98 98

特殊詐欺被害
件数（暦年）

件 31 10

　客引き行為等指導員に
よるパトロール等を実施
するとともに、自治会、
商店街、警察等との協働
による環境浄化パトロー
ル活動を実施し、本厚木
駅周辺における体感治安
の向上及び犯罪の未然防
止を図ります。

本厚木駅
周辺環境
浄化対策
事業

①あつぎセーフティーステー
ション番屋において、市民の
方に防犯用啓発物品を気軽に
手に取れるようにリニューア
ルしたほか、防犯に関する
様々な情報を発信し、防犯意
識を高めた。
②番屋配置の客引き行為等指
導員10人（ローテーション）
による本厚木駅周辺のパト
ロールを実施して客引き行為
等を防止し、公共の場所を安
心して安全に利用できる生活
環境の確保に努めた。
③年末年始における街頭犯罪
防止特別パトロールを委託に
より実施した。（５日間）
④本厚木駅周辺環境浄化対策
協議会による環境浄化パト
ロールを実施した。

「本厚木駅周
辺の体感治安
がよくなっ
た」と回答し
たケータイSOS
ネット登録者
の割合

％ 75.0 71.9

　振り込め詐欺、悪徳
セールス、架空請求、ア
ポイント電話等の被害か
ら、市民の財産を守るた
め、迷惑電話防止機能付
き電話機等の購入費の一
部を補助します。

振り込め
詐欺等防
止装置購
入費補助
事業

　迷惑電話防止機能付き電話
機等の購入費補助制度につい
て、広報あつぎや自治会の回
覧等で周知を図り、申請者に
補助金を交付した。
・交付件数　332件

特殊詐欺被害
件数（暦年）

件 31 10
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　市民安全指導員による
パトロールの実施や、地
域において青色回転灯搭
載車（青パト）を運用し
て自主防犯活動を実施す
る団体に補助金を交付す
ることにより、街頭犯罪
の未然防止と地域の自主
防犯活動を推進します。

防犯対策
事業

①防犯意識の向上を図るのた
め、防犯看板等の作製や番
屋、移動番屋で防犯用啓発物
品の配布をするとともにケー
タイＳＯＳネットによる防犯
情報の配信を行った。
②防犯パトロール隊による市
内巡回パトロールや移動番屋
等を実施した。
・防犯パトロール隊　７人
③地域の自主防犯活動を強化
するため、地域の青パト活動
に対し、交付金を交付した。
・交付団体数　13団体
・年間青パト活動実施数
　1,647回

市民生活における安心・安全の向上を図る

安心・安全な環境の整備



刑法犯認知件
数（暦年）

件 1,054 1,131

防犯カメラを
設置する自主
防犯活動団体
（自治会等）
数

団体 4 4

セーフコミュ
ニティに関す
る研修会参加
者数

人 700 885 ●

「事故やけが
などがない健
康で安心・安
全に暮らせる
まちづくりが
推進されてい
る」と思う市
民の割合

％ 41.8 41.6

研修会の参加
者数

人 105 225 ●

セーフコミュ
ニティに関す
る研修会等参
加者のセーフ
コミュニティ
に対する意識
高揚度

％ 86.5 94.1

消費生活苦情
相談完結率

％ 97.8 99.5

消費生活に関
する講演会・
講座参加者及
び移動番屋等
での啓発者数

人 6,500 21,468

　交通安全の啓発や交通
指導を実施するととも
に、交通安全教育や交通
安全指導者の育成、児
童・高齢者等への啓発活
動を実施します。
　また、交通関係団体が
実施する交通安全啓発活
動等を支援します。

交通安全
対策事業

①交通安全関係団体による市
内各所で立哨及び啓発活動を
実施した。
②交通安全教育の実施
・保育園等　５園　90人
・小学校　　10校　2,587人
・高校　　　４校　990人

交通事故発生
件数（暦年）

件 852 711
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　自主防犯活動団体（自
治会等）が設置する防犯
カメラの設置に要する費
用の一部を補助すること
により、地域の防犯力を
強化し、市民の体感治安
の向上を図ります。

安心・安
全対策整
備事業

　申請のあった自主防犯活動
団体（自治会等）に対し、防
犯カメラの設置費の一部を補
助した。
・交付団体数及び設置台数
　４団体５台

　誰もがいつまでも健康
で安心・安全に暮らせる
まちを目指し、市民や行
政等が協働して事故やけ
がの予防対策に取り組
み、セーフコミュニティ
活動を推進します。

セーフコ
ミュニ
ティ推進
事業

①セーフコミュニティの継続
的な推進に向け、セーフコ
ミュニティ総合指導員を地域
に派遣して、講習会を実施
し、啓発活動を行った。
②対策委員会において、事故
やけがの予防対策、啓発活動
等を実施し、安心・安全に関
する取組を行った。

　地域の安心・安全に関
する課題抽出や対策など
を行う研修会やワーク
ショップの開催を支援し
ます。

地域セー
フコミュ
ニティ活
動推進事
業

　安心・安全に関する講習会
等の実施により、セーフコ
ミュニティの活動を周知する
とともに、安心・安全に関す
る意識の高揚を図った。

　消費者トラブルに巻き
込まれた方への相談業務
を行うとともに、消費者
トラブルの未然防止を図
るため、啓発活動を実施
します。

消費生活
相談・消
費者意識
啓発事業

①専門知識を有する消費生活
相談員による適切な相談を実
施した。
②複雑・多様化する悪質商法
等に対応するため、消費生活
懇話会を設置し、消費者の意
識啓発を行った。



児童の自転車
ヘルメット着
用率

％ 78.4 74.1

スケアード・
ストレイト教
育により交通
安全に対する
意識が向上し
た生徒の割合

％ 100 100.0

　放置自転車の指導啓
発・整理業務、移動保管
料の徴収及び移動作業業
務を実施し、放置自転車
の減少を目指すととも
に、良好な生活環境を保
持します。

放置自転
車対策事
業

　駅周辺の良好な生活環境の
保持及び安全で快適な市民生
活を確保するため、放置自転
車の回収を行った。
・回収台数   649台
（内訳）
　引取・警察引取　154台
　リサイクル　　　159台
　処分　　　　　　336台

放置自転車年
間移動台数

台 557 649

　児童・生徒の登下校時
における安全を確保する
ため、防犯ブザーを配布
するとともに、学童通学
誘導員を配置します。

児童・生
徒登下校
等安全推
進事業

①市立各小新1年生及び市立各
中学校希望者用に防犯ブザー
の購入、配布を行った。
②通学路の安全確保のため、
学童通学誘導員の配置等を
行った。

児童の防犯ブ
ザー携帯率

％ 87.5 88.3
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　幼児や児童、高齢者等
を対象に、自転車ヘル
メットの購入費用の一部
を助成するとともに、一
定の要件を満たす方を対
象に、幼児２人同乗用自
転車の購入費の一部を助
成します。
　また、交通ルール遵守
及び交通マナーの向上に
より一層取り組むため、
市内中学生を対象にスケ
アード・ストレイト教育
技法による自転車安全教
室を実施します。

自転車安
全促進事
業

①自転車ヘルメット購入費用
の一部助成
・1,405件
②幼児2人同条用自転車購入費
用の一部助成
・14件
③スケアード・ストレイト自
転車安全教室
・実演実施
　（睦合中、小鮎中）
・映像媒体
　（睦合東中、玉川中）



具体的な施策　３

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　生活利便施設が不足し
ている地域において、
スーパーやコンビニエン
スストア、診療所などの
立地を促進するため、事
業者に対し施設整備等に
係る費用の一部を補助し
ます。

コンパク
ト・プラ
ス・ネッ
トワーク
推進事業

　施設整備費等に係る補助制
度を創設し、チラシの配布や
広報紙への掲載等により周知
を図るとともに、事前相談等
の対応を行った。

スーパーマー
ケット・ド
ラッグストア
の徒歩圏人口
カバー率

％ 79.4 79.7
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魅力的な生活圏を形成する

快適な生活環境の創出



具体的な施策　３

主な取組　②

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

コミュニティ
交通利用者数

人 650 2,905

コミュニティ
交通運行管理
事業補助金交
付

－ 実施 実施

コミュニティ
交通導入検討
地区数（累
計）

地区 1 2

　路線バスの定時性及び
速達性の確保のため、バ
スレーンや信号制御方法
の変更等を検討し、路線
バスの利便性向上を図り
ます。

コンパク
ト・プラ
ス・ネッ
トワーク
推進事業

　国道246号水引交差点付近に
おけるバス路線の交通混雑の
解消に向けて、厚木高校付近
から相模大橋付近までの区間
において道路交通の整流化を
図るため、交通量調査や交通
管理者等との協議を実施し
た。

路線バス定時
性確保対策

－ － 調査検討 ●

バス停上屋又
はベンチ設置
箇所数

か所 2 1

ノンステップ
バス導入台数

台 3 0

ユニバーサル
デザインタク
シー導入台数

台 5 0

　地域住民等の移動ニー
ズに対応するために、交
通事業者が行う次世代モ
ビリティシステムの導入
を支援し、地域公共交通
の確保・維持を図りま
す。

次世代モ
ビリティ
システム
検討事業

　次世代モビリティに関する
研修会等に参加し、導入につ
いての調査研究を行った。

次世代モビリ
ティシステム
に関するセミ
ナー等への参
加回数

回 － 8

　厚木秦野道路の早期整
備を促進するため、国の
「用地国債先行取得制
度」を活用し、国に代
わって事業用地を先行取
得します。

厚木秦野
道路用地
取得事業
（用地国
債）【公
共用地取
得事業特
別会計】

　厚木秦野道路の建設事業を
強力に促進するため、国の用
地国債先行取得制度を活用
し、道路整備に必要な用地を
国に代わって先行取得した。
・取得筆数及び面積
　29筆　9,816.10㎡

用地取得執行
率

％ 100.0 99.1

厚木環状３号
線整備延長
（L=1,700ｍ）
（2018-2023年
度累計）

ｍ 468 1,202

本厚木下津古
久線整備延長
（L=1,700ｍ）
（2018-2024年
度累計）

ｍ － 161
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　都市計画道路を整備
し、安全で快適な市民生
活を確保するとともに、
交通混雑の解消を図りま
す。

街路整備
事業

①厚木環状３号線の測量、設
計、交通協議資料作成委託及
び整備工事を実施した。
②本厚木下津古久線の用地測
量委託、街路整備工事及び地
盤改良工事を実施した。

　路線バスを補完する日
常生活に必要な移動手段
の確保を目的として、地
域住民との協働によりコ
ミュニティ交通の導入を
検討し、実施します。

コミュニ
ティ交通
運行事業

　鳶尾、まつかげ台、みはる
野地区で、継続運行を実施す
るとともに、毛利台地域では
アンケート調査の結果を基
に、実証実験を実施した。

　交通事業者に対し、ノ
ンステップバスやユニ
バーサルデザインタク
シーの導入、バス停留所
の上屋等の設置に要する
費用の一部を補助しま
す。

地域公共
交通対策
事業

　バス事業者が行うバス停上
屋の設置における事業費に対
し、補助金を交付した。

魅力的な生活圏を形成する

利便性の高い交通環境の充実



　地域の主要道路とし
て、地域間の連続性、通
行の円滑性及び安全性等
の観点から、計画的に拡
幅改良を実施し、地域交
通環境の有効な改善を図
ります。

幹線市道
新設改良
事業

①白根才戸線の用地測量を実
施した。
②金田妻田線の道路改良工事
を実施した。

整備延長 ｍ － 31

　交通支障の発生する交
差点等において、交通の
円滑化を図るための改良
を行います。
　また、安全性を向上す
るため、即効性の高い交
差点改良を実施します。

交差点等
改良事業

①愛甲宮前交差点昇降階段設
置工事を実施した。
②（仮称）観音坂交差点改良
工事を実施した。
③（仮称）妻田薬師バス停交
差点等の交差点改良に伴う測
量・設計を実施した。

整備箇所数 か所 1 2

　１・２級市道に係る歩
行者の通行（通学路や公
共施設周辺）の安全性に
考慮し、計画的な歩道整
備を実施します。特に、
バリアフリーの視点から
安全かつ円滑な歩行空間
の確保に努めます。

歩道整備
事業

①測量及び修正設計を実施し
た。
・路線数４路線（籏谷上古沢
線、妻田中荻野線、昭和用水
線、愛甲高坪線）
②歩道整備工事を実施した。
・路線数２路線（相模川旧堤
防道路、赤坂竹ノ内線関連道
路）

整備延長 ｍ 290 305

　自転車ネットワークを
構成する路線を対象に、
安全で快適な自転車走行
空間を創出するため、計
画的に整備します。

自転車走
行空間整
備事業

　辻戸室線の路面標示工事を
実施した。

自転車走行空
間整備延長

km － 1

　都市計画道路の整備に
必要な道路用地の取得及
び物件移転補償を行いま
す。

街路用地
取得事業

　都市計画道路厚木環状３号
線及び本厚木下津古久線等の
道路整備事業に必要な用地の
取得及び支障物件の移転補償
を行った。

都市計画道路
の用地買収着
手路線数

路線 2 3

生活道路用地
取得着手路線
数

路線 3 19

幹線道路等用
地買収着手路
線数

路線 3 3
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　幹線市道、１・２級市
道、一般生活道路の新
設・拡幅などの道路改良
事業に必要な道路用地の
取得及び物件移転補償を
行います。

道路整備
用地取得
事業

　１・２級市道及び一般生活
道路の新設、拡幅等、道路改
良事業に必要な用地の取得及
び支障物件の移転補償を行っ
た。



具体的な施策　３

主な取組　③

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

里地里山保全
等活動協定地
の総面積

ha 6.0 6.7

里地里山の保
全や活用が進
んでいると思
う市民の割合

％ 23.4 28.1

　谷戸や水辺を再生し、
多様な動植物の生育環境
の再生・保全を図り、市
民が自然観察や散策な
ど、水辺と親しめる環境
を整備します。

谷戸水辺
再生事業

　荻野地区の中荻野市谷（こ
どもの森付近）において、水
辺再生整備工事を実施した。

谷戸水辺再生
箇所数（累
計）

か所 3 4

親水広場を活
用した環境学
習の実施回数

回 2 1 ●

相模川三川合
流点地区にお
ける水辺交流
拠点整備の推
進状況

－

民間活力
導入

簡易調査
の実施

民間活力
導入調

査、事業
手法選定

新規・既存公
園整備箇所数

か所 14 18

防災用ベンチ
整備公園数
※カッコ内は
総数

公園
1

(77)
1

(78)

　「緑のまつり」を開催
することにより、緑に触
れ合い、親しみながら緑
の大切さの育成を図りま
す。

緑を豊か
にする事
業

　HP上にて「花と緑の写真
展」及び「紅葉の写真展」、
市役所入口にて「さつき盆栽
展示会」、ぼうさいの丘公園
等への花の植栽を行った。

緑を大切にす
る必要がある
と思うイベン
ト参加者の割
合

％ 97.0 0.0 ●
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　里地里山の保全と再生
の促進を図るため、保全
活動を実施する団体に補
助金を交付するほか、助
言や相談など総合的な支
援を行います。

里地里山
保全等促
進事業

　新たな活動団体を1団体認定
するとともに、里地里山保全
活動団体に対し活動費の補助
を行うなど、里山再生の取組
を推進した。
・団体への補助件数　８件

　恩曽川に整備された親
水広場や善明川を活用
し、近隣小学校の児童に
よる環境学習を実施しま
す。
　また、相模川三川合流
点地区において、水辺と
人とのふれあいをより身
近にする憩いと活動の場
を整備します。

水辺ふれ
あい創出
事業

①恩曽川・善明川において、
水辺ふれあい事業を実施し
た。
・６月23日
　恩曽川・地蔵橋親水広場
・７月14日
　恩曽川・高坪橋親水広場
【雨天増水のため中止】
・９月１日
　善明川・長坂山ノ根水辺の
広場（※緊急事態宣言発令の
ため中止）
②相模川水辺ふれあい拠点創
出事業については、民間活力
導入可能性調査及び事業手法
を選定する調査検討業務委託
を実施した。

　施設の老朽化や機能の
低下、樹木により見通し
が悪い公園等を安心して
過ごすことができる公園
として改修するととも
に、健康増進やバリアフ
リー化等の市民ニーズに
対応した公園として整備
します。

公園緑地
整備事業

①恩曽恩名特別緑地整備工事
を実施した。
②厚木中央公園改修基本設計
委託を実施した。
③新規公園を１公園整備し
た。
④既存公園を17公園整備し
た。
⑤鳶尾西公園に各機能を有す
る防災用ベンチを設置した。

魅力的な生活圏を形成する

憩いや安らぎの場の創出



具体的な施策　４

主な取組　①

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

「社会環境の
変化や市民
ニーズに的確
に対応した行
政運営が行わ
れている」と
思う市民の割
合

％ 29.9 33.9

第７次行政改
革の推進度

％ － 87.3

RPA導入業務数
（累計）

件 1 9

　予算削減や財源確保の
努力を評価する仕組みを
研究するとともに、事業
見直しに資する新たな仕
組みを検討し、事業のス
クラップ・アンド・ビル
ドや事業内容の見直しを
積極的に行います。

事業の積
極的な見
直し

　政策検討会を事業検討会に
改め、提出様式の見直しを行
うなど、事業の積極的な見直
しを行った。
　また、事務事業評価の実施
について検討を行った。

指標なし

　ふるさと納税の活用、
広告掲載事業の推進及び
国庫等補助金の確保等に
より、自主財源を積極的
に確保します。

自主財源
の確保

①新たな広告媒体の検討を行
うなど、自主財源の積極的な
確保に努めた。
②あつぎ元気応援寄附金につ
いて、ポータルサイトを通じ
て全国に周知するほか、返礼
品の充実に努めた。

指標なし

　債権回収業務のノウハ
ウの共有、関係課の連携
強化及び債権収納率向上
のための研究を行い、市
債権を確実に収納しま
す。

市債権の
収納強化

①各債権所管課等による会議
を行い、収納率向上に向けた
課題の整理や取組についての
情報交換を行った。
②国民健康保険料とともに介
護保険料についても滞納繰越
分の全件移管に取り組んだ。

指標なし
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　「第７次厚木市行政改
革大綱実施計画」を着実
に推進するとともに、市
民の声を取り入れた効果
的かつ効率的な行政運営
を行うため、「市民参加
型外部評価」を実施しま
す。
　また、更なる業務の効
率化や生産性の向上を図
るため、RPA等の新技術を
導入します。

行政改革
推進事業

①新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、書面協議によ
り外部評価を実施した。
・対象事業　９事業
②業務の効率化や生産性の向
上を図るため、AI-OCRを導入
した。また、令和２年度に導
入したRPAの導入業務を拡大し
た。

積極的な財源の確保

自主・自立のまちづくりを推進する



具体的な施策　４

主な取組　②

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　「厚木市人材育成基本
方針」に基づき、「風通
しの良い職場」、「キャ
リアプラン」、「意識向
上」、「人事管理」、
「人材確保」、「能力開
発」の六つの視点から人
材育成に取り組みます。

人材育成
基本方針
に基づい
た取組の
推進

①人材育成基本方針に基づ
き、庁内研修、派遣研修、職
場研修を実施し、職員一人一
人が職位ごとに必要とされる
能力開発に努めた。
②第７次行政改革の取組とし
て、研修に参加しやすい環境
整備に取り組むなど、職員の
能力向上に努めた。

指標なし

　「第２次厚木市定員管
理方針」に基づき、質の
高いサービスを継続的に
提供していくため、職員
年齢構成の平準化及び人
件費の抑制を図りなが
ら、適正な職員数の確保
に取り組みます。

定員管理
方針に基
づく取組
の推進

①定員管理方針に基づき、業
務量の増減に合わせ適切な定
員管理に努めた。
②11取組22項目のうち、実施
に向け検討段階のものを除い
た10取組項目20項目につい
て、実施又は一部実施した。

指標なし
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自主・自立のまちづくりを推進する

庁内組織体制の最適化と人材育成



具体的な施策　４

主な取組　③

取組内容 事業名 R3取組実績 取組指標 単位 現状値 実績値 コロナ
影響あり

　「厚木市公共施設最適
化基本計画」及び「公共
施設個別施設計画」に基
づき、公共施設の維持管
理等費用の軽減・平準化
を図るため、施設の設置
目的及び利用状況等を考
慮しながら、公共施設の
より効率的かつ効果的な
維持管理・運営方法及び
適正配置を推進します。

公共施設
最適化推
進事業

①公共建築物ごとの具体的な
対応方針を定める公共施設個
別施設計画を策定するととも
に、上位計画である公共施設
最適化基本計画を改定した。
②令和３年度から令和14年度
までの12年間に更新時期を設
定する施設について、具体的
な適正配置の対象施設、対応
方針、スケジュール等を示す
短期再編プログラムを公共施
設個別施設計画に位置付け
た。

第１期短期再
編プログラム
の進捗率

％ － 45.5
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自主・自立のまちづくりを推進する

公共施設の適正配置の推進


